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１９６４年５月２１日　開会

１９６４年５月２５日　閉会




























那覇市議会




１９６４年５月第６３回那覇市議会臨時会会議録目次


招集告示

第６３回那覇市議会臨時会・会期及び日程

第６３回那覇市議会臨時会上程案件

第２０号議案　那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例制定について

第２１号議案　工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定について

第２２号議案　那覇市減債基金条例制定について

第２４号議案　専決処分の承認を求めることについて

第２５号議案　那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて

第２６号議案　那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて

第２７号議案　那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて

第２８号議案　１９６４年度那覇市歳入歳出追加予算

第２９号議案　第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

第６３回那覇議会臨時会上程案件処理結果

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５月２１日（招集日）

○　出欠議員氏名

○　市町村自治法第６１条による出席者

○　議会事務局出席者

○　議事日程

○　本日の会議に付した事件

○　開会・開議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　会期決定（５日間）

１５番　　久場景善議員

副議長　　大山盛幸議員

１５番　　久場景善議員

２４番　　赤嶺慎英議員

１５番　　久場景善議員

１３番　　儀間真祥議員

○　議案上程・提案理由の説明

経済民生部長（第２０号議案）

企画部長（第２１号議案）

企画部長（第２２　〃　）

企画部長（第２３　〃　）

水道部長（第２４　〃　）

建設部長（第２５・２６・２７号議案）

企画部長（第２８号議案）

建設部長（第２９　〃　）

○（休憩・再開）

○　議案上程　　（第２０号議案・那覇市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例）

○質疑

２番　　　森田孟松議員

答弁　　　経民部長

２２番　　黒潮隆議員

答弁　　　経民部長

１３番　　儀間真祥議員

答弁　　　経民部長

１２番　　真栄田義晃議員

答弁　　　経民部長

○委員会付託

○　議案上程　　（第２１号議案・工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例）

○質疑

２２番　　黒潮隆議員

答弁　　　企画部長

１３番　　儀間真祥議員

答弁　　　企画部長

○委員会付託

○　議案上程　　（第２２号議案・那覇市減債基金条例制定について）

○委員会付託

○　議案上程　　（第２３号議案・所属未定地を那覇市の区域に編入することについて）

○質疑

２１番　　金城吾郎議員

答弁　　　建設部庶務課長

２１番　　金城吾郎議員

答弁　　　第二助役

２１番　　金城吾郎議員

答弁　　　第二助役

〃　　　　市長

３　番　　又吉久正議員

答弁　　　総務部長

○委員会付託

○　議案上程　　（第２４号議案・専決処分の承認を求めることについて）

○質疑

２２番　　黒潮隆議員

答弁　　　水道部長

○委員会付託

○　議案上程　　（第２５号議案・那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて

第２６号議案・那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて

第２７号議案・那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて）

○（休憩・再開）

○質疑

３番　　　又吉久正議員

答弁　　　建設部長

１２番　　真栄田義晃議員

答弁　　　建設部長

１６番　　金城武一議員

答弁　　　建設部長

２番　　　森田孟松議員

答弁　　　建設部長

３番　　　又吉久正議員

答弁　　　建設部長

２０番　　久高友敏議員

答弁　　　建設部長

○委員会付託

○　議案上程　　（第２８号議案・１９６４年度那覇市歳入歳出追加予算について）

○（休憩・再開）

○質疑

１２番　　真栄田義晃議員

答弁　　　経済民生部長

１３番　　儀間真祥議員

答弁　　　経済民生部長

３番　　　又吉久正議員

答弁　　　経済民生部長

１５番　　久場景善議員

答弁　　　経済民生部長

２番　　　森田孟松議員

答弁　　　経済民生部長

○表決

○　議案上程　　（第２９号議案・第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて）

○委員会付託

○　緊急質問　　（下水道問題について）

２９番　　具志栄治議員

答弁　　　市長

２１番　　金城吾郎議員（関連質問）

答弁　　　建設部長

〃　　　市長

１３番　　儀間真祥議員（関連質問）

答弁　　　建設部長

○散会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５月２５日（第２日　月曜日）

○　出欠議員氏名

○　市町村自治法第６１条による出席者

○　議会事務局出席者

○　議事日程

○　本日の会議に付した事件

○　開議

○　名誉市民顕彰状贈呈式

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　委員会審査報告

経済民生委員長報告（第２０号議案・那覇市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例制定について）

○質疑

１７番　　宮里敏慶議員

答弁　　　経済民生部長

○表決

○　委員会審査報告

総務委員長報告（第２１号議案・工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例の制定について）

○表決

○　委員会審査報告

総務委員長報告（第２２号議案・那覇市減債基金条例制定について）

○表決

○　委員会審査報告

総務委員長報告（第２３号議案・所属未定地を那覇市の区域に編入することについて）

○表決

○　委員会審査報告

建設委員長報告（第２４号議案・専決処分の承認を求めることについて）

○質疑

２２番　　黒潮隆議員

答弁　　　建設委員長

２０番　　久高友敏議員

答弁　　　建設委員長

○討論

２２番　　黒潮隆議員

○表決

○　委員会審査報告

建設委員長報告（第２５号議案・那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて）

（第２６号議案・那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて）

（第２７号議案・那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて）

○質疑

２２番　　黒潮隆議員

答弁　　　建設委員長

〃　　　市長

３０番　　赤嶺保三郎議員

答弁　　　市長

○表決

○　委員会審査報告

建設委員長報告（第２９号議案・第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて）

○表決

○　閉会







那覇市告示第４２号

１９６４年５月１５日




第６３回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。







那覇市長職務代理者

那覇市第一助役　古堅宗徳










１　招集日時　　　　　　１９６４年５月２１日（木）午前１０時

２　場所　　　　　　　　那覇市議会会議室

３　付議事件

(1)　那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例制定について

(2)　工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定について

(3)　那覇市減債基金条例制定について

(4)　所属未定地を那覇市の区域に編入することについて

(5)　専決処分の承認を求めることについて

(6)　那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて

(7)　那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて

(8)　那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて

(9)　１９６４年度那覇市歳入歳出追加予算





第６３回那覇市議会（臨時会）会期日程







	自　　５月２１日

	}

	５日間




	至　　５月２５日












	年

	月

	日

	曜

	種別

	日程

	摘要




	１９６４

	５

	２１

	木

	本会議

	議案上程．説明聴取

質疑．委員会付託

	





	〃

	〃

	２２

	金

	委員会

	付託事件の審査

	





	〃

	〃

	２３

	土

	〃

	〃

	





	〃

	〃

	２４

	日

	休日

	委員会審査報告の作成並びに本会議準備

	事務局




	〃

	〃

	２５

	月

	本会議

	議案上程．委員会審査報告．

質疑．討論．表決

	















	本会議　　２日間

	}

	５日間




	委員会　　２日間




	休日　　　１日間


















1964年5月




第63回那覇市議会会議録

（臨時会）










上程案件









議案第２０号




那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例制定について




　那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。




１９６４年５月２１日提出




那覇市長　西銘順治







（提案理由）

　公営住宅法施行規則の一部改正に伴い那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正するため、この案を提出する。










那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例




　那覇市営住宅設置および管理条例（１９６３年那覇市条例第２５号）の一部を次のように改正する。

　第２条第６号中「３ドル」を「６ドル」に改める。

　第５条第４号および第５号中「４５ドル」を「６５ドル」に改める。

　第６条第４号および第５号中「４５ドル」を「６５ドル」に、「８５ドル」を「１００ドル」に改める。

　第２６条第３項中「８５ドル」を「１００ドル」に、「４５ドル」を「６５ドル」に改める。




　第２８条第２項第１号および第２号中「８５ドル」を「１００ドル」に、「１１０ドル」を「１２５ドル」に、「４５ドル」を「６５ドル」に改める。

付則

　この条例は、公布の日から施行する。

～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第２１号

工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定について

　工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。

１９６４年５月２１日提出




那覇市長　西銘順治







（提案理由）

　有価証券を入札保証金として代用する場合の計算において、那覇市債証券については特別に取り扱えるように改めたいので、この案を提出する。




工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例

　工事その他の請負契約条例（１９５３年条例第４６号）の一部を次のように改正する。




第９条第２項に次のただし書きを加える。

　ただし、那覇市債証券については、その担保価格は、額面金額とする。




付則

　この条例は、公布の日から施行する。






議案第２２号

那覇市減債基金条例制定について

那覇市減債基金条例を別紙のとおり制定するものとする。




１９６４年５月２１日提出







那覇市長　西銘順治




（提案理由）

　市債証券の発行に伴い、その償還資金に充当するため、減債基金勘定を設置する必要があるので、この案を提出する。




那覇市減債基金条例




（基金の設置）

第１条　那覇市債証券総額金４０万ドル（以下「市債証券」という。）の償還資金に充当するため、那覇市減債基金（以下「基金」という。）を設置する。

（基金積立ての額とその時期）

第２条　基金として積み立てるべき金額は、次の各号によるものとする。

(1)　初回償還年度においては、１１月と５月の２回にそれぞれ市債証券の６パーセントに相当する額

(2)　第２回償還年度以降は、１１月と５月の２回にそれぞれ市債証券の５パーセントに相当する額

（基金の管理）

第３条　基金は、市債証券の募集受託会社に預託して、これを管理する。

付則

１　この条例は、公布の日から施行する。

２　この条例は、市債証券の償還を完了したときに、その効力を失う。

～～～～～～～～～～～～～～






議案第２４号

専決処分の承認を求めることについて




　市町村自治法第１１４条第１項の規定により次のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。

１９６４年５月２１日提出




那覇市長　西銘順治




１　件名　　　　　　　松川ポンプ場送水ポンプおよびその付属品購入契約の納入期限延長

２　契約先　　　　　　那覇市牧志町１丁目６９９番地

合資会社　　沖繩岩谷商会

代表者　　大浦太郎

３　当初の納入期限　　議決の日から１５０日

４　変更した納入期限　議決の日から１８４日




（提案理由）

　松川ポンプ場の貯水池およびポンプ連結管の一部変更により当初指定した期限内にポンプ製作の実施設計図の修正承認を与えられなかつたことと制作工程の手違いおよび通関、船積みの遅延によつて納入期限が３４日遅延した。延期については、急施を要したため議会を招集する暇がないと認め専決処分したので、この案を提出する。

専決処分書

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により松川ポンプ場送水ポンプおよびその付属品購入契約の納入期限延長について、急施を要し議会を招集する暇がないと認めるので、次のとおり専決処分する。




記

１　件名　　　　　　　松川ポンプ場送水ポンプおよびその付属品購入契約の納入期限延長

２　契約先　　　　　　那覇市牧志町１丁目６９９番地

合資会社　沖繩岩谷商会

代表者　大浦太郎

３　当初の納入期限　　議決の日から１５０日

４　変更した納入期限　議決の日から１８４日

１９６４年２月２６日

那覇市長　西銘順治

～～～～～～～～～～～～～～～



議案第２５号




那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて

那覇市役所庁舎建築工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。

１９６４年５月２１日提出




那覇市長　西銘順治




１　契約の目的　　　　那覇市役所庁舎建築工事

２　契約の方法　　　　指名競争入札

３　契約金額　　　　　８０９，８００ドル

４　工期　　　　　　　議決の日から１５か月

５　契約の相手方　　　那覇市字小祿１９３番地

善太郎組　代表者　新垣善太郎

（提案理由）

　１９５５年３月那覇市条例第３号「議会の議決または住民の投票に付すべき財産、営造物または議会の議決に付すべき契約に関する条例」第６条第１号により、この案を提出する。

建庶契第７４号

工事請負仮契約書

１　件名　　　　　　　那覇市役所庁舎建築工事

１　請負金額　　　　　＄８０９，８００．００

１　工期　　　　　　　議決の日から１５か月

１　契約保証金　　　　＄２４，３００．００

１　支払場所　　　　　那覇市出納室

１９６４年５月１５日




	


	那覇市長職務代理者

那覇市第一助役

	古堅宗徳




	請負人

	住所　　那覇市字小祿１９３番地

氏名　　新垣善太郎










　上記工事の請負について那覇市長職務代理者那覇市第一助役古堅宗徳（以下「甲」という）と善太郎組代表者新垣善太郎（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　乙は別冊図面、設計書および仕様書（現場説明等含む）に基づき頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書に明示されていないもの、または図面と仕様書の相互符合しないものがあるときは甲、乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、現場監督員の指示にしたがうものとする。

３　乙は図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書ならびに工程表を２部作成し、契約締結と同じに甲に提出して、その承認を受けるものとする。

４　乙は議決の日から７日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙はこの契約によつて生ずる権利を第三者に譲渡または承継せしめてはならない。ただし、甲の承諾を得た場合は、この限りでない。

第３条　乙はこの契約の履行について、工事の全部または大部分を一括して第三者に委任し、もしくは請負わせてはならない。ただし、あらかじめ甲の書面による承認を得た場合はこの限りでない。

第４条　乙は現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の管理をつかさどる専任の一級建築士の主任技術者を定め、あらかじめ甲に通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者とはこれを兼ねることはできない。

３　乙の現場代理人および主任技術者は、工事現場に常駐し、現場監督員の指示にしたがい、工事現場の取締および工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第５条　現場監督員（甲）は乙の現場代理人、主任技術者、使用人、または労務者について、工事の施行または管理につき、著しく不適等と認められる者があるときは、その理由を明示し、乙に対して、その交代を求めることができる。

第６条　契約金額は、工事全部受渡しの上支払うものとする。

２　乙は工事完成前に、出来高部分（現場にある検査材料含む）に対する部分払の請求をすることができる。ただし、この請求は工事中７回を越えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は、甲に移転するがその危険負担は目的物の完成引渡しまでは乙に属すべきものとする。

第７条　甲は前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいてその代価の１０分の８以内の金額を支払うものとする。

第８条　前条の規定により支払われた請負金は、本請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第９条　第１条に規定する期日に工事を完成することができない場合は、契約金支払の際遅延日数１日につき未済または遅延部分に対する代価の１，０００分の３に相当する遅延違約金を控除して支払うものとする。ただし、災害その他やむを得ない理由があつたと甲が認めたときはこの限りでない。

第１０条　甲の都合によつてこの工事の設計変更をする場合は、乙の提出した内訳書に基づき甲、乙協議の上変更するものとする。

２　甲は必要があると認めたときは乙と協議の上その契約の全部もしくは一部の解除内容の変更または履行の中止をすることができる。

３　追加および工事変更の場合は、その承諾書を提出するものとする。

第１１条　乙は正当な理由なくしてこの契約の各条項に違反（第９条の規定による工期遅延の場合を除く）した場合には甲は契約を解除することができる。この場合乙が損害をこうむることがあつても甲はその責を負わないものとする。

第１２条　乙はこの契約の履行についてはこの契約に定める事項のほか那覇市工事その他の請負契約条例その他関係法規を適用するものとする。

第１３条　この契約書は後日議会の議決を得たときに有効とし、議決を得たときはこの仮契約書をもつて本契約とする。

第１４条　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときは甲乙協議の上定めるものとする。

この契約を証するため本書２通作成し、双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第２６号




那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて

那覇市役所庁舎電気工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。

１９６４年５月２１日提出




那覇市長　　西銘順治

記

１　契約の目的　　　那覇市役所庁舎電気工事

２　契約の方法　　　指名競争入札

３　契約金額　　　　１４４，７００ドル

４　工期　　　　　　議決の日から１５か月

５　契約の相手方　　那覇市崇元寺町１丁目４０番地

金城電気商会　代表者　金城常弘




（提案理由）

　１９５５年３月那覇市条例第３号「議会の議決または住民の投票に付すべき財産、営造物または議会の議決に付すべき契約に関する条例」第６条第１号により、この案を提出する。

建庶契第７５号

工事請負仮契約書

１　件名　　　　　　那覇市役所庁舎電気工事

１　請負金額　　　　＄１４４，７００．００

１　工期　　　　　　議決の日から１５か月

１　契約保証金　　　＄４，３５０．００

１　支払場所　　　　那覇市出納室

１９６４年５月１５日







	


	那覇市長職務代理者

那覇市第一助役

	古堅宗徳




	請負人




	住所　那覇市崇元寺町１丁目４０番地

氏名　　　　　　　　金城常弘










　上記工事の請負について那覇市長職務代理者那覇市第一助役古堅宗徳（以下「甲」という。）と金城電気商会代表者金城常弘（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　乙は別冊図面、設計書および仕様書（現場説明等含む）に基づき頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書に明示されていないもの、または図面と仕様書の相互符合しないものがあるときは甲、乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、現場監督員の指示にしたがうものとする。

３　乙は図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書ならびに工程表を２部作成し、契約締結と同じに甲に提出して、その承認を受けるものとする。

４　乙は議決の日から７日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙はこの契約によつて生ずる権利を第三者に譲渡または承継せしめてはならない。ただし、甲の承諾を得た場合は、この限りでない。

第３条　乙はこの契約の履行について、工事の全部または大部分を一括して第三者に委任し、もしくは請負わせてはならない。ただし、あらかじめ甲の書面による承認を得た場合はこの限りでない。

第４条　乙は現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の管理をつかさどる専任の甲種の資格を有する主任技術者を定め、あらかじめ甲に通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者とはこれを兼ねることはできない。

３　乙の現場代理人および主任技術者は、工事現場に常駐し、現場監督員の指示にしたがい、工事現場の取締および工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第５条　現場監督員（甲）は乙の現場代理人、主任技術者、使用人または労務者について、工事の施行または管理につき、著しく不適当と認められる者があるときは、その理由を明示し乙に対してその交代を求めることができる。

第６条　契約金額は、工事全部受渡しの上支払うものとする。

２　乙は工事完成前に、出来高部分（現場にある検査材料含む。）に対する部分払の請求をすることができる。ただし、この請求は工事中７回を越えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は、甲に移転するがその危険負担は目的物の完成引渡しまでは乙に属すべきものとする。

第７条　甲は前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいてその代価の１０分の８以内の金額を支払うものとする。

第８条　前条の規定により支払われた請負金は、本請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第９条　第１条に規定する期日に工事を完成することができない場合は、契約金支払の際遅延日数１日につき未済または遅延部分に対する代価の１,０００分の３に相当する遅延違約金を控除して支払うものとする。ただし、災害その他やむを得ない理由があつたと甲が認めたときはこの限りでない。

第１０条　甲の都合によつてこの工事の設計変更をする場合は、乙の提出した内訳書に基づき甲、乙協議の上変更するものとする。

２　甲は必要があると認めたときは乙と協議の上その契約の全部もしくは一部の解除内容の変更または履行の中止をすることができる。

３　追加および工事変更の場合は、その承諾書を提出するものとする。

第１１条　乙は正当な理由なくしてこの契約の各条項に違反（第９条の規定による工期遅延の場合を除く）した場合には甲は契約を解除することができる。この場合乙が損害をこうむることがあつても甲はその責を負わないものとする。

第１２条　乙はこの契約の履行についてはこの契約に定める事項のほか那覇市工事その他の請負契約条例その関係法規を適用するものとする。

第１３条　この契約書は後日議会の議決を得たときに有効とし、議決を得たときはこの仮契約書をもつて本契約とする。

第１４条　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときは甲乙協議の上定めるものとする。

　この契約を証するため本書２通作成し双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第２７号

那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて

　那覇市役所庁舎水道工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。

１９６４年５月２１日提出

那覇市長　西銘順治

記




１　契約の目的　　那覇市役所庁舎水道工事

２　契約の方法　　指名競争入札

３　契約金額　　　４５，０００ドル

４　工期　　　　　議決の日から１５か月

５　契約の相手方　那覇市高橋町１丁目２４番地

永山組　代表者　山里守吉




（提案理由）

　１９５５年３月那覇市条例第３号「議会の議決または住民の投票に付すべき財産、営造物または議会の議決に付すべき契約に関する条例」第５条第１号により、この案を提出する。




建庶契第７６号

工事請負仮契約書

１　件名　　　　那覇市役所庁舎水道工事

１　請負金額　　＄４５，０００．００

１　工期　　　　議決の日から１５か月

１　契約保証金　＄１，３５０．００

１　支払場所　　那覇市出納室

１９６４年５月１５日







	


	那覇市長職務代理者

那覇市第一助役

	古堅宗徳




	請負人




	住所　那覇市高橋町１丁目２４番地

氏名　　　　山里守吉










　上記工事の請負について那覇市長職務代理者那覇市第一助役古堅宗徳（以下「甲」という。）と永山組代表者山里守吉（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　乙は別冊図面、設計書および仕様書（現場説明等含む）に基づき頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書に明示されていないもの、または図面と仕様書の相互符合しないものがあるときは甲、乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、現場監督員の指示にしたがうものとする。

３　乙は図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書ならびに工程表を２部作し、契約締結と同じに甲に提出して、その承認を受けるものとする。

４　乙は議決の日から７日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙はこの契約によつて生ずる権利を第三者に譲渡または承継せしめてはならない。ただし、甲の承諾を得た場合は、この限りでない。

第３条　乙はこの契約の履行について、工事の全部または大部分を一括して第三者に委任し、もしくは請負わせてはならない。ただし、あらかじめ甲の書面による承認を得た場合はこの限りでない。

第４条　乙は現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の管理をつかさどる専任の主任技術者を定め、あらかじめ甲に通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者とはこれを兼ねることはできない。

３　乙の現場代理人および主任技術者は、工事現場に常駐し、現場監督員の指示にしたがい、工事現場の取締および工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第５条　現場監督員（甲）は乙の現場代理人、主任技術者、使用人、または労務者について、工事の施行または管理につき、著しく不適当と認められる者があるときは、その理由を明示し、乙に対して、その交代を求めることができる。

第６条　契約金額は、工事全部受渡しの上支払うものとする。

２　乙は工事完成前に、出来高部分（現場にある検査材料含む）に対する部分払の請求をすることができる。ただし、この請求は工事中７回を越えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は、甲に移転するがその危険負担は目的物の完成引渡しまでは乙に属すべきものとする。

第７条　甲は前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいてその代価の１０分の８以内の金額を支払うものとする。

第８条　前条の規定により支払われた請負金は、本請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第９条　第１条に規定する期日に工事を完成することができない場合は、契約金支払の際遅延日数１日につき未済または遅延部分に対する代価の１，０００分の３に相当する遅延違約金を控除して支払うものとする。ただし、災害その他やむを得ない理由があつたと甲が認めたときはこの限りでない。

第１０条　甲の都合によつてこの工事の設計変更をする場合は、乙の提出した内訳書に基づき甲、乙協議の上変更するものとする。

２　甲は必要があると認めたときは乙と協議の上その契約の全部もしくは一部の解除内容の変更または履行の中止をすることができる。

３　追加および工事変更の場合は、その承諾書を提出するものとする。

第１１条　乙は正当な理由なくしてこの契約の各条項に違反（第９条の規定による工期遅延の場合を除く）した場合には甲は契約を解除することができる。この場合乙が損害をこうむることがあつても甲はその責を負わないものとする。

第１２条　乙はこの契約の履行についてはこの契約に定める事項のほか那覇市工事その他の請負契約条例その他関係法規を適用するものとする。

第１３条　この契約書は後日議会の議決を得たときに有効とし、議決を得たときはこの仮契約書をもつて本契約とする。

第１４第　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときは甲乙協議の上定めるものとする。

　この契約を証するため本書２通作成し双方が記名押印して各自がその１通を所持する。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






１９６４年度那覇市歳入歳出追加予算

歳入

議案第２８号

[image: 画像]

歳出

[image: 画像]



議案第２９号

第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて




　第２種公営住宅（小祿）建築工事について、次のとおり請負契約を結ぶものとする。

１９６４年５月２１日提出

那覇市長　西銘順治

記

１．契約の目的　　　第２種公営住宅建築工事

２．契約の方法　　　指名競争入札

３．契約金額　　　　１１９，９００ドル

４．工期　　　　　　議決の日から１０カ月

５．契約の相手方　　那覇市崇元寺町１丁目１４２番地

前田組代表者　前田朝信




（提案理由）

　１９５５年３月那覇市条例第３号「議会の議決または住民の投票に付すべき財産、営造物または議会の議決に付すべき契約に関する条例」第６条第１号により、この案を提出する。

建庶契第８２号

工事請負仮契約書

１　件名　　　　　　第二種公営住宅建築工事

１　請負金額　　　　１１９，９００ドル

１　工期　　　　　　議決の日から１０カ月

１　契約保証金　　　３，６１５ドル

１　支払場所　　　　那覇市出納室

１９６４年５月１９日




	


	那覇市長職務代理者

　那覇市第一助役　古堅宗徳




	請負人

	那覇市崇元寺町１丁目１４２番地

　前田組代表者　　前田朝信










　上記工事の請負について那覇市長職務代理者那覇市第一助役古堅宗徳（以下「甲」という。）と前田組代表者前田朝信（以下「乙」という。）との間に次の契約を締結した。

第１条　乙は別冊図面、設計書および仕様書（現場説明等含む）に基づき頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書に明示されていないもの、または図面と仕様書の相互符合しないものがあるときは、甲乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、現場監査員の指示にしたがうものとする。

３　乙は図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書ならびに工程表を２部作成し、契約締結と同じに甲に提出して、その承認を受けるものとする。

４　乙は議決の日から７日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙はこの契約によつて生ずる権利を第三者に譲渡または承継せしめてはならない。ただし甲の承諾を得た場合は、この限りでない。

第３条　乙はこの契約の履行について、工事の全部または大部分を一括して第三者に委任し、もしくは請負わせてはならない。ただし、ああらかじめ甲の書面による承認を得た場合はこの限りでない。

第４条　乙は現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の管理をつかさどる専任の二級建築士の主任技術者を定め、あらかじめ甲に通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者とはこれを兼ねることはできない。

３　乙の現場代理人および主任技術者は、工事現場に常駐し、現場監督員の指示にしたがい、工事現場の取締および工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第５条　現場監督員（甲）は乙の現場代理人、主任技術者、使用人、または労務者について、工事の施行または管理につき、著しく不適当と認められる者があるときは、その理由を明示し、乙に対してその交代を求めることができる。

第６条　契約金額は、工事全部受渡しの上支払うものとする。

２　乙は工事完成前に、出来高部分（現場にある検査材料含む）に対する部分払の請求をすることができる。ただし、この請求は工事中５回を越えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は、甲に移転するがその危険負担は目的物の完成引渡しまでは乙に属すべきものとする。

第７条　甲は前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいてその代価の１０分の８以内の金額を支払うものとする。

第８条　前条の規定により支払われた請負金は、本請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第９条　第１条に規定する期日に工事を完成することができない場合は、契約金支払の際遅延日数１日につき未済または遅延部分に対する代価の１，０００分の３に相当する遅延違約金を控除して支払うものとする。ただし、災害その他やむを得ない理由があつたと甲が認めたときはこの限りでない。

第１０条　甲の都合によつてこの工事の設計変更をする場合は、乙の提出した内訳書に基づき甲、乙協議の上変更するものとする。

２　甲は必要があると認めたときは乙と協議の上その契約の全部もしくは一部の解除内容の変更または履行の中止をすることができる。

３　追加および工事変更の場合は、その承諾書を提出するものとする。

第１１条　乙は正当な理由なくしてこの契約の各条項に違反（第９条の規定による工期遅延の場合を除く）した場合には甲は契約を解除することができる。この場合乙が損害をこうむることがあつても甲はその責を負わないものとする。

第１２条　乙はこの契約の履行についてはこの契約に定める事項のほか那覇市工事その他の請負契約条例その他関係法規を適用するものとする。

第１３条　この契約書は後日議会の議決を得たときに有効とし、議決を得たときはこの仮契約書をもつて本契約とする。

第１４条　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときは甲乙協議の上定めるものとする。




　この契約を証するため本書２通作成し双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。












1964年5月




第63回那覇市議会会議録

（臨時会）
















上程案件　処理結果







第６３回那覇市議会（臨時会）

処理結果

開催年月日　１９６４年５月２１日

会期　　　　５日間

（午前１０時２分開会）

１９６４年５月２１日

（午後２時２５分散会）




１．本会議

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	64

	5

	21

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	１３番議員

２５番議員




	〃

	〃

	〃

	


	会期を定めることについて

	〃

	５日間




	〃

	〃

	〃

	議20

	那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例制定について

	市長

	説明聴取経民委員会付託




	〃

	〃

	〃

	21

	工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定について

	〃

	説明聴取総務委員会付託




	〃

	〃

	〃

	22

	那覇市減債基金条例制定について

	〃

	説明聴取総務委員会付託




	〃

	〃

	〃

	23

	所属未定地を那覇市の区域に編入することについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	24

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	説明聴取建設委員会付託




	〃

	〃

	〃

	25

	那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	26

	那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃










	64

	5

	21

	27

	那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて

	市長

	説明聴取建設委員会付託




	〃

	〃

	〃

	28

	１９６４年度那覇市歳入歳出追加予算

	〃

	原案可決




	〃

	〃

	〃

	29

	第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

	〃

	説明聴取建設委員会付託




	〃

	〃

	〃

	


	緊急質問（下水道問題について）

	〃

	２９番議員





～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（午前１０時　９分開議）

１９６４年５月２５日

（午前１１時３５分閉会）

２　本会議

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	64

	5

	25

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	１０番議員

２６番議員




	〃

	〃

	〃

	議20

	那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例制定について

	市長

	原案可決




	〃

	〃

	〃

	21

	工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定について

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	22

	那覇市減債基金条例制定について

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	23

	所属未定地を那覇市の区域に編入することについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	24

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	承認




	〃

	〃

	〃

	25

	那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて

	〃

	同意




	〃

	〃

	〃

	26

	那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	27

	那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	29

	第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

	〃

	〃





～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












1964年5月




第63回那覇市議会会議録

（臨時会）
















５月２１日（招集日　木曜日）





１９６４年第６３回那覇市議会（臨時会）会議録

	（午前１０時２分開会）

	（午後２時２５分散会）




○５月２１日（招集日）



出席議員（２４名）





	　１番
	大山盛幸君
	１７番
	宮里敏慶君


	　２番
	森田孟松君
	１８番
	友利栄吉君


	　３番
	又吉久正君
	１９番
	喜久山朝重君


	　４番
	武村朝良君
	２０番
	久高友敏君


	　５番
	楠見長礼君
	２１番
	金城吾郎君


	　６番
	渡口麗秀君
	２２番
	黒潮隆君


	　７番
	上原隆正君
	２４番
	赤嶺慎英君


	１１番
	平良真次郎君
	２５番
	赤嶺一男君


	１２番
	真栄田義晃君
	２６番
	比嘉朝四郎君


	１３番
	儀間真祥君
	２７番
	比嘉佑直君


	１５番
	久場景善君
	２８番
	平良亀助君


	１６番
	金城武一君
	２９番
	具志栄治君













欠席議員（６名）


	　８番
	名城嗣夫君
	１４番
	高良一君


	　９番
	金城力夫君
	２３番
	安見福寿君


	１０番
	辺野喜英興君
	３０番
	赤嶺保三郎君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　市町村自治法第６１条による出席者


	市長
	西銘順治君


	第一助役
	古堅宗徳君


	第二助役
	新垣義徳君


	総務部長
	城田清才君


	企画部長
	新里博一君


	建設部長
	花城直政君


	経済民生部長
	慶佐次盛宏君


	水道部長
	玉城定仁君


	企画調査課長
	上原繁栄君


	主計課長
	平山登君


	経済民生部
	佐久本政裕君


	庶務課長


	建設部庶務課長
	渡久地敬正君


	建築課長
	玉城栄盛君


	土木課長
	具志堅友信君


	都市計画課長
	嘉手納是敏君


	経理課長
	比嘉良男君






○議会事務局出席者


	事務局長
	義永栄善君


	庶務課長
	新垣襄二君


	議事課長
	玉城三郎君


	調査係長
	新垣繁君


	議事係長
	山城正信君


	記録係長
	比嘉朝興君


	速記
	長嶺善勇君


	　〃
	徳村政保君


	調査係
	亀島美一君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



１９６４年第６３回那覇市議会（臨時会）議事日程第１号

１９６４年５月２１日（木）午前１０時開議




第１　　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　　会期を定めることについて

第３　　　　那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例制定について

（市長提出議案第２０号）

第４　　　　工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定について

（市長提出議案第２１号）

第５　　　　那覇市減債基金条例制定について

（市長提出議案第２２号）

第６　　　　所属未定地を那覇市の区域に編入することについて

（市長提出議案第２３号）

第７　　　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第２４号）

第８　　　　那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２５号）

第９　　　　那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２６号）

第１０　　　那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２７号）

第１１　　　１９６４年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第２８号）

追加第１　　第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２９号）

追加第２　　緊急質問（下水道問題について）

（２９番議員）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　本日の会議に付した事件

第１　　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　　会期を定めることについて

第３　　　　那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例制定につい

　（市長提出議案第２０号）

第４　　　　工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定について

（市長提出議案第２１号）

第５　　　　那覇市減債基金条例制定について

（市長提出議案第２２号）

第６　　　　所属未定地を那覇市の区域に編入することについて

（市長提出議案第２３号）

第７　　　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第２４号）

第８　　　　那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２５号）

第９　　　　那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２６号）

第１０　　　那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２７号）

第１１　　　１９６４年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第２８号）

追加第１　　第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２９号）

追加第２　　緊急質問（下水道問題について）

（２９番議員）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～










○副議長　（大山　盛幸君）

　これより本日をもつて招集された１９６４年第６３回那覇市議会臨時会を開きます。直ちに本日の会議を開きます。本日の日程はお手元に配布してある議事日程第１号のとおりであります。諸般の報告をいたします。５月７日から開会された九州市議長会並びに１７日から開会された全国市議長会に議長が出席しております。５月１５日付、那企庶発第２９２５号をもつて議案の送付について、及び５月１９日付、那企庶発第２９７１号、議案の説明者について文書が送達されておりましたので、それぞれの写しをお手元に配布してあります。それから議案説明者については次の２人を追加願います。保健衞生課長仲村幸永、住宅建築課長国吉長成、お二人を追加願います。５月６日付をもつて那覇市監査委員代表者喜久山朝重から、市町村自治法第１７２条第３項の規定による、出納検査についての報告書が提出されておりましたので、その写しをお手元に配布してあります。本日付をもつて市長より議長あてに急施を要する事件として議案第２９号、第２種公営住宅建築工事の契約を結ぶことについてが提出されております。本件については告示してありませんが急施を要すると認定して後刻日程に追加御審議願うことに決定して御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）御異議ないものと認め第２９号は日程第１２にあげまして後刻審議することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第１、会議録署名議員の指名について議題といたします。本日の会議録署名議員は会議規則第１１６条の規定により議長において儀間真祥君、赤嶺一男君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第２、会期を定めることについて議題といたします。

（「議長」という者あり）



○１５番議員　（久場　景善君）

　会期を定めることについてでございますが、議員の各手元に案というようなことが送付されておりますが、議会においては議会運営委員会があるはずでございます。たとえ臨時議会、１日議会であろうが、議会運営委員会がある以上は議会運営委員会にはかつてこの案を練るべきじやないかと思います。ことに各派から集まつている議会運営委員会でございますので、各派が議案を知るということも非常に議事を進める上にも、非常にスムースにいくんじやないかとこう思料されますので、今回議会運営委員会が開かなかつた理由はどこにあるでしようか。ことしは、今回議長もあるいは事務局長も御不在のため、事務局において簡単に、独断的になされたもんと思料いたしますが、その理由をお聞かせ願いたい。



○副議長　（大山　盛幸君）

　御説明申し上げます。１５番議員の御意見ごもつともでございます。本件につきましては議会運営委員会を開くべく事務局から運営委員長に御連絡申し上げましたが、議会運営委員長のほうから要件を大体おわかりのようでごいまして、別に取り立てて議会運営委員会を開いて審議するまでもないから議長がいなければ副議長に一任するから、一応案をつくつてもらつたらどうかというような御返事があつたようでごさいましたので、事務局の案を副議長の私が修正いたしまして、そのかわりその日程、きようの会議の日程には質疑委員会付託までも折り込んでありますので、事前にこれは議案と同時に送付して議員の皆さんに周知していただくべきと思いましたので、このプリントを刷つてお配りしたわけでございます。これは事務局の案ではございません。一応運営委員長の了解あるものとして、副議長の案としてお配りしたものでございますので、さよう御了承願います。



○１５番議員　（久場　景善君）

　議会運営委員長にお願い申し上げたいのでございますが、ただいまの議長の御報告によりますと、簡単な議案だから議会運営委員会を開かぬでもいいんじやないか、というようなお話であつたようでございますが、ただいま市長のあいさつの中には、緊急かつ重要なる議案を審議してもらいたいというようなあいさつもありますし、また、たとえ簡単な議案であつても那覇市民全体のためには、重要なる議案審議である以上は、ぜひとも今後そういうようなことがないように、また、たとえば議運委員長が権限でそうなされたと申しますけれども、これは一つは、当局とのなれ合い政策にもなるんじやないかとこう思います。議運は御存知のとおり各派から選出されておりますので、各派に議案を十分納得させる上にもこういうことがあつては絶対いけないと思いますが、議運委員長はどうお考えになるかお聞かせ願います。



○２４番議員　（議会運営委員長　赤嶺　慎英君）

　お説のとおりでございます。議会運営委員会というのは御承知のとおり常任委員会ではありません。その運営には各議員の絶大なる御協力が必要と思います。さらに議会運営委員会の審議する案件は、あくまでも議長の諮問機関みたいな存在でありまして、はたして各派の交渉によつて一日をつぶしてやるべきかどうかということは考えなければいけない。ただ形式的に、常任委員会であればやらなければいけないと思いますが、形式論でお集まり願つて何ということも持たずするということも、重大な問題におけるところの、議運委の各派調整の必要があるという場合に生まれやせぬかというのが実情と私は考える次第でございます。非常にいい組織でございますけれども、その実情は、はたして議会運営委員会をいかに重要視しておられるかということは、本員の考えるところでは非常に御出席が悪いという面からしたならば、委員長としては非常にふがいなさを感ずる次第でございます。そういう観点からして、できるだけ各派の調整、議運委がスムースにいくためには、案件がどういう性格のもんであるかということを十分認識してやりたいと私は考えている次第でございます。おしかりを受けるのは当然でありまして、議員の各位がどんなことでもいいから、とにかく議運委を開けということであれば形式論になるわけでありますが、そういう御趣旨であればいかなる案件でありましても議会運営委員会を招集するにやぶさかではないと思いますが、実際の議会運営委員会のあり方として議長と相談しまして、この案件はどうしても委員会を開いて、各派に調整してスムースに運営していかなければならぬということはおのずと問題が出てくると私は考えるわけであります。本日のような議案の場合、連絡を受けまして、緊急、だれが聞いてもやらなければならぬ安易な問題でありましたので、一応は今副議長がおつしやつたように、各議員にお配りしておけばきようの本会議でも簡単にきまる問題であり、議運委は一つの方法論でありまして、本旨からいくならばここでもいいという見解になる次第であります。その点御了承していただきまして、できることでありましたら議長におきまして、この委員会をいかなる議会に招集すべきかどうかということを各議員の意思を統一していただきたいと要望いたしまして、ただいまの１５番議員の御質問にお答えするとともに、議長に対する要望にかえたいと思います。



○１５番議員　（久場　景善君）

　議運委は常任委員会ではない、また自治法にも制定はされてないのでありますが、しかし本会議でこれをきめて議運委を開く、議運委を設置するということをきめた以上、議運委が必要であればこそ本会議で、これは全会一致できまつたはずであります。委員長は議案が安易であるとか重要であるとかと申されておりますが、那覇市会に議案が出された以上は議案の軽重は私はないと思います。全部重要な議案だと思料いたします。そういうことでございますので、今後はぜひとも議長とも相談の上、あるいは各派とも慎重に相談されてもけつこうだと思いますが、ぜひともこういうのは制度がある以上は制度を活かして、よき政治ができるように委員長に御要望申し上げ私の質問を終わります。



○１３番議員　（儀間　真祥君）

　今までの御説明で委員長がですね、この会期の問題につきまして、一応副議長にこれでいいからというお願いして、これが配られたという御説明でああります。それと何で、じやあ委員会をもたずにそのままにしたかという御説明の中では、集らないからということが一つ。それから常任委員会でないからと、もう一つ要望として出たのは何を委員会でかけるかということで、ここできめてもらいたいということであります。この場合に集らないからということはどうもおかしいんじやないかと思うわけです。集らないから何でもやらぬでもいいということにはならないと思います。それからもう一つ、常任委員会ではないからということ。もちろん常任委員会ではないでしよう、しかし本会議においてちやんと議運委員会をきめて、すべて会期の問題もきめて今のようなごたごたを起こさんで、スムースにやつていこうということで議会運営委員会をつくつてやつた。それで問題は当然これは議運委にかけるべきである。それと同時に、今の最後の御説明の何を議運委にかけるべきかここで審議してもらいたいということをおつしやいましたけれども、従来まで会期の問題については、普通議運委をもたれて、それで審議されております。それでここに出てきている。今度の問題だけ、これが会期として議運委できまつて出てきたわけではない。この問題につきましてはですよ、一応委員長だけがこれでいいんじやないかと思つたわけであつて、議運委の場合はそうじやあない。どういうふうに審議されたかわからぬわけです。それでこの問題についてはもつと詳しく説明してもらいたい。

○副議長　（大山　盛幸君）

　私からその件について申し上げます。この案については議会運営委員長の御意見は全然入つておりません。議員のどなたの御意見も聞いておりません。事務局と私の合議の上でつくつた案でございます。それで議案も１８日の月曜日に送付するといつておりましたが、ところがいや１日でも早くお配りして、そうすれば各派の方たちがこの案を御覧になつて検討なさるはずだし、また質疑があればその準備もなされるはずだから土曜日中に配つてくれということでお配りされたわけでございますので、その点御了承願います。

○１３番議員　（儀間　真祥君）

　そうなりますと、議運委を副議長は無視しているということになるわけですよ。そうじやないですか。一応議運委は厳然としてあるわけでです。それでは話にならぬ。副議長と事務局がやつたということに問題があると思うんです。その点はどうですか。

○副議長　（大山　盛幸君）

　議長としては一応委員長に議運委を開く問題についてお知らせしてあります。しかしこの問題は、一応議案もたくさんないから、（「議長休憩して下さい」という者あり）一応副議長で案をつくつたほうがいいんじやないかというような意見があつたのでそういうふうにしたわけでございます。休憩します。

	（午前１１時２２分休憩）

	（午前１１時３１分再開）




○副議長　（大山　盛幸君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。ただいまの会期を定めることについて、議会運営委員会の問題につきましては本会議散会後議会運営委員会を開くことにいたします。またほかの問題も御審議願うことがございますので、ついでにこの問題も一緒に話し合うことにしていきたいと思いますのでさよう御了承願います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　それではおはかりいたします。日程第２、会期を定めることについて御手元に配付してあります会期日程計画案のとおり本日から２５日までの５日間本会議２日、委員会２日、休日１日というふうに会期を決定して御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）御異議なしと認めます。よつて会期を２５日までの５日間と決定されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○副議長　（大山　盛幸君）

　それから日程第３から１２までの議案でございますが、議事の運用をスムースにするために一応全部説明を承ると、それから休憩しましてその後また質疑をしたいと思いますが、さよう取り計らつて御異議ありませんか。（「（「異議なし」という者あり）御異議ないと認めそういうふうに議事を進めることにいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　日程第３、議案第２０号那覇市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例制定についてを議題として当局の説明を求めます。



○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　ただいま上程になりました議案第２０号について御説明を申し上げます。今回の条例改正は公営住宅入居資格者の収入基準の額の改正となつております。これは琉球政府におきまして公営住宅法立法当時の１９６１年度から現在までの経済の成長及び給与の水準の上昇、これらを検討いたしまして現在の経済状況に適合した基準を設定されたものでございまして、１９６４年３月３日付で公報で同法の施行規則改正が行なわれております。その内容につきましては、議案の別紙のとおりでありますが、要点を申し上げますと、従来第２種公営住宅入居資格者の収入基準が４５ドル以下であつたものが６５ドル以下というふうに改正されております。それから第１種公営住宅、従来は４５ドル以上８５ドルまでとありましたが、これが６５ドル以上１００ドルまでというふうに改正されております。なお割り増し家賃の際の収入基準が従来の８５ドルが１００ドルに、１１０ドルが１２５ドルに、さらに扶養控除１人当たり３ドルが６ドルにそれぞれ改正されております。市におきましてもこの基準を適用いたしまして年度内に久場川、識名の両公営住宅の入居者の公募を必要といたしますので本臨時議会に本案を提出した次第でございます。よろしく御審議のほどお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第４、議案第２１号工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定についてを議題として当局の説明を求めます。



○番外　（企画部長　新里　博一君）

　議案第２１号の提案理由を御説明申し上げます。本案は工事その他の請負契約条例の一部を改正することについてであります。これは先に承認をいただきました那覇市債証券につきましては６月２０日発行されることになつております市債証券はその発行目的からいたしまして、１人でも多くの市民に協力を仰ぎまして完全消化をするというふうに目標を立てております。那覇市の場合は那覇市の債券講入者を考えました場合に、那覇市の工事その他の請負契約の入札に加わわつておる人々も、まあ証券を購入するであろうということが想像されるわけでございます。ところが那覇市の工事その他の請負契約条例の第９条の入札保証金の代用物件の規定を見ますというと、有価証券の入札保証金の計算につきましては同条第２項によりまして市長において適当と認めるもので市長の評価により時価を定めその１割減をもつてするというふうに定められてあるわけでございます。本市債の証券にも、この規定が適用されるわけでございますが、市債券の購入者に若干の不便があると、まあひいてはこれが証券の融通性をそこなわれるということが考えられまするわけでございます。そこで有価証券の中でも特に本市の市債証券につきましては入札証券の計算をその額面金額をもつてするというふうに改めまして、市債証券購入者に側面から利便を与えまして、多くの市民に市債証券の売買に関与していただきたいというようなことでこの案を提出した次第でございます。よろしく御審議下さいますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第５、議案第２２号那覇市減債基金条例制定についてを議題として当局の説明を求めます。



○番外　（企画部長　新里　博一君）

　議案第２２号の提案理由を御説明申し上げます。本案は新しく那覇市減債基金条例を制定することについてであります。この本市債証券は請負募集の方法で琉球銀行が受託することになつておりますが、琉球銀行が募集受託会社となつて、募集その他の事務を取り扱つていく上におきまして、本市債証券の発行条件の一つに減債基金勘定を設置して琉球銀行に預金の方法で積み立てるということになつております。これにつきましては過去に発行されました電信電話債券にも設置されているものでございまして、債務者たる市といたしましても市債証券法という規定から何ら異存がないと思つております。募金基金といたしまして積み立てる額は初回償還年度に市債証券総額の１２％を積み立てしまして１０％は元金の償還に充当されますので２％残ることになりますが、この２％額は最終償還期限まで残していくことになつております。積み立てる時期につきましては市財政に最もゆとりのある月を過去の実績から選定いたしまして５月と１１月としてあります。基金の管理その他につきましては御手元にお届けしてあります議案に盛られたとおりでございます。よろしく御審議下さいますようお願い申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第６、議案第２３号所属未定地を那覇市の区域に編入することについてを議題として当局の説明を求めます。



○番外（企画部長　新里　博一君）

　議案第２３号の提案理由を御説明を申し上げます。本案は安謝天久地先にあります公有水面埋め立て地２１万１，５４３．５２平方メートルを那覇市の区域に編入することについてであります。この土地は１９６０年の３月１５日付で本市が埋立免許を得ました３８万３，１１３平方メートルの一部で、皆様の御手元にお届けいたしてあります見取図のとおり埋め立てを完了しております。この埋め立て地は市町村自治法第３条第１項後段に規定する所属未定地に該当いたしまして、同法同条第３項の規定による議会の議決を要しますので、このたび提案した次第でございます。よろしく御審議下さいますようお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第７、議案第２４号専決処分の承認を求めることについてを議題として当局の説明を求めます。



○番外　（水道部長　玉城　定仁君）

　ただいま上程になりました議案第２４号専決処分の承認を求めることについて御説明を申し上げます。このことにつきましては１９６３年９月に第５９回定例議会において議決を得ました議案第９０号松川ポンプ場送水ポンプ及びその付属品購入契約の納入の期限を議決の日から１５０日とありますのを３４日間延期いたしまして議決の日から１８４日、すなわち１９６４年３月３１日まで変更するためのものでございます。延期理由といたしまして松川ポンプ場の貯水槽及びポンプの連結管を一部変更したため製作所が実際に作製に取りかかる実施設計図面が市の承認を得るまで再三修正、改良され、あらかじめ市が指定した実施設計図面の承認期間４５日間が１４日間も遅延し５９日間も要したのであります。また残りの２０日間につきましては、製作工程におけるメーカーからの手違い及び通関、船積みの遅延によるもので、延期については急を要し議会を招集するいとまがないと認め専決処分を行なつたのであります。その後の経過といたしましてはポンプは３月２５日に納入し、ポンプ据えつけ工事も４月１０日現在７０％以上施工し、本契約の最終的な試運転期限６月２０日までには確実に機能を発揮し得るものと思います。なお契約先の岩谷商会をして船積み、通関等により遅延した１４日間の日数につきましては、遅延違約金を徴収し、今後契約事項を厳守するよう強く申し渡してあります。よろしく御審議のほどお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第８、９、１０は関連しておりますので一括上程します。日程第８、議案第２５号那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて、日程第９、議案第２６号那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて日程第１０、議案第２７号那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについてを一括議題として当局の説明を求めます。



○番外　（建設部長　花城　直政君）

　議案の提案理由を御説明を申し上げます前に訂正いたしたいところがございますのでよろしくお願いします。議案じやなくしてその次の仮契約書の「上記の契約」を「上記工事の請負」に訂正しその次の「那覇市長西銘順治」を「那覇市長職務代理者那覇市第一助役古堅宗徳」にそれぞれ２５号、２６号、２７号を訂正していただきます。それから日にち１５日も入れていただきます。それではただいま上程になりました。




議案第２５号から第２７号までの案件については関連しますので一括して説明いたします。

　１９６４年３月３ケ年継続事業とし又議会の議決を得た新庁舎建設工事は、規模が大きく、また内容的にも高度の技術を必要とするので、指名競争入札をもつて施行していくのが市にとつても有利であると考え、業者の選択に当たつては建設業法に基づいて登録された、政府の建設業者施行能力等級のA級の内から技術、信用度、及び会社の経営状態等あらゆる角度から調査検討して、建築業者４社電気業者４社水道業者３社を指名し６４年５月１日競争入札に付したのであります。その結果建築工事は、善太郎組、電気工事は金城電気商会、水道工事は永山組に落札したのでお手許に配布してあります議案のとおり仮契約を締結したのであります。新庁舎は地下１階地上５階建の鉄筋コンクリート造りで庁舎の総坪数は３．０９０．９４５坪その内地下室が３６３坪６合１階が３９９．２１坪、２階が６５１．６坪、３階が７５４．５坪、４階が３９９坪、５階が３４５．４坪となつております。現在使用している市役所の建物は２５万余の人口を擁する本市の庁舎としては狭あであり、また校舎として建てられた建物を一時使用しているので事務能率はもちろん、市民へのサービス面でも支障を来たしているのが現状でありますがこの新庁舎が完成されることによつて那覇市は沖繩の首都としての面目を一新するとともに市民としても誇を新にし、また市職員も市民の奉仕者として心を新にして執務することができるものと信ずる次第であります。なにとぞよろしく御審議くださいますようお願いいたします。なお本件については新庁舎の早期完成の見地から一日も早く着工したいので即決して下さいますようお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第１１、議案第２８号１９６４年度那覇市歳入歳出追加予算を議題として当局の説明を求めます。



○番外　（企画部長　新里　博一君）

　議案第２８号の提案理由を御説明申し上げます。このたびの追加予算は保健衞生費５，０００ドルの追加となつております。これは琉球政府から新たにごみ処理車の購入資金といたしまして５，０００ドルの補助金を獲得することができましたので、このたびごみ処理車購入費用として５，０００ドル追加いたしましてこの案を提出したのであります。よろしく御審議下さいますようお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第１２、議案第２９号第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについてを議題として当局の説明を求めます。



○番外　（建設部長　花城　直政君）

　ただいま上程になりました議案第２９号について説明いたします。

１９６３年１２月、２ケ年継続事業として議会の議決を得て施行準備を進めていた第２種公営住宅建設工事は、行政主席より去る３月６日補助金交付の指命を受け、さらに４月９日開発金融公社から融資認可の通知を受けたのであります。請負業者の選定については事前に政府と調整するよう条件が付されていますので政府の建設業者施行能力等級のA級業者の内から技術信用度、及び会社の経営状態等あらゆる角度から調査検討した結果１４社を選定し５月１６日指名競争入札に付したのであります。その結果御手許に配布してあります議案のとおり落札者が決定し仮契約を結んだのであります。今年度は公営住宅法に基づく３カ年計画の第２年次として、小祿宇栄原に米国政府援助による１２坪型の１０４戸と日本政府援助による１２坪型の５６戸と９坪型の４８戸琉球政府援助による９坪型の７２戸計２８０戸収容できる公営住宅を計画したのでありますがそのうち日政援助による５６戸については近日中に補助指令が交付される予定でありますので指令受理次第早急に着手する予定であります。なにとぞよろしく御審議下さいますよう御願いいたします。なお、本件については一日も早く着手したいので即決して下さいますよう重ねてお願いいたします。



○副議長　（大山　盛幸君）

　休憩いたします。

	（午前１０時５５分　休憩）

	（午前１０時５６分　再開）




○副議長　（大山　盛幸君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。名城議員、安見議員の両議員から欠席する旨届け出がありましたので御報告いたします。それではしばらくの間休憩いたしまして１１時１５分から再開いたすことにいたします。休憩いたします。

	（午前１０時５７分　休憩）

	（午前１１時１６分　再開）








○副議長　（大山　盛幸君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。日程第３、議案第２０号那覇市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例制定についてを議題として質疑に入ります。



○２番議員　（森田　孟松君）

　本案の説明のときに当局は、琉球政府の６１年から６４年度の経済成長率の上昇のために政府自体がこの施行規則を改正したと、それによつて政府の規則に従つてこれを改正するというふうに説明しておつたように聞いたんですが、そうなりますと４５ドルが６５ドルに改正されるということは大体５５％の上昇という数字が生まれくるという気がしますが、経済の成長率は幾らを押えておられるのか。



○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えいたします。４５ドルから６５ドルの上昇の基準となつた経済の成長率でございますが、１９６０年の国民所得が１億７，５６２万ドル、当時の物価指数９８、１９６３年７月における推計された国民所得２億６，５２６万ドル、物価指数１００．２これらの数字からいたしますと、名目所得におきまして１５１％、それから実質所得におきまして１４０．８％の比率となつております。それで給与の伸びでありますが、これも１４０．２という伸びを来たしております。これらの状態からいたしまして最下年の、１番下の年度の４５ドルをこれとおおむね１４０％増だということで６５ドルにいたしました。条件の８５ドルはある程度押えてあり、これが大体１１５％になつております。と申しますのは政府といたしましてはできるだけ公営住宅法の精神にのつとりまして低額所得者をよけい収容したいと、高額のほうはある程度比率を押えているということでございます。



○２２番議員　（黒潮　隆君）

　ただいまの部長の答弁で成長率をパーセントで示されておりますが、現在の全琉の平均賃金が何ドルになつているか、それと６５ドル以下の収入のある市民ですね、世帯がどれだけになるのか。さらに６５ドル以下の収入のある市民の場合には、自分で金を借りて住宅をつくるようなことはできないわけです。そういう貧しい市民の場合には、この市営住宅、これが利用できなくなるという結果が生まれてきますが、それに対する市当局はどういうふうな考え方をもつておられるのか。この３点についてお伺いいたします。



○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えします。第１点の全琉の賃金平均でありますが、これは手元にはつきりした数字がありませんのではつきりここで申し上げられませんが、ちなみにこれに類推する数字をエンゲル系数で申し上げますと、全琉のエンゲル系数平均が、４８．６、北部において５４．０、中部が４８．７、南部が５２．１、那覇市が４５．１、宮古が４９．２、八重山が５１．２というエンゲル系数になつております。これは３５％ないし３８％という日本本土に比べてそうとう高率を示しておりますが、日本における全都市の勤労世帯が３６．７というふうになつております。それで先ほどの御質問の平均賃金につきましてはいずれ統計庁の資料でもつてお答えしたいと思います。それから６５ドル以下の世帯が幾らあるかということでございますが、これも今はつきりした数字が出ておりませんでお答えいたしかねますが、この６５ドルというのは所得税法による諸般の控除をした残りの額であります。総収入が６５ドルということではないのでありまして、ここでいう収入とは収入と所得税法による諸般の控除、先ほど申し上げました１人当り、６ドルの控除をして残りの額がこれだけであります。これらのものを計算していきますと、６５ドルを収入された人はその総収入においては夫婦だけの場合は８３ドル、５名家族の場合は約１０４ドル７０セント、これだけの総収入があればこの人の計算はいろいろ控除されて６５ドルになるということでございますので、低額者がこれに入れなくなつて困るということはないと思います。もちろん最下げんはうたつてありません６５ドル以下零、全然金なくして入れるかということでありますが、そこは結局住宅の運営という立場からいたしまして家賃を払う能力があるということが一応原則としていえるというふうに考えております。



○１３番議員　（儀間　真祥君）

　お尋ねしますが、これですね、現在の市営住宅にも適用される、これが可決になつたら現在の市営住宅に入居している人々にも適用されると思いますが、この場合に今住宅に入つている方々で６５ドル以下の人、これが何名おるか、それを御説明願います。



○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えします。この基準は公営住宅法に基づくものでありますので、公営住宅について適用するわけでございます。したがいましてわれわれの条例でいう第３種の市営住宅にはこれは適用されません。あの入居は別に設定しております。入居者の６５ドル以下の人員でございますが、これもしつかりした数字は今もつておりませんのでのちほど調査して。

○１３番議員　（儀間　真祥君）

　今はつきりした数字がないようですが、一応委員会までに調査して報告して下さい。（「はいわかりました」という者あり）



○１２番議員　（真栄田　義晃君）

　市長は市長に就任するに当たりましてスラム街の解消ということを大きな公約として掲げて就任したわけです。ところがこの議案の改正によりますというと、夫婦者の場合に８３ドルのひと月給与がなければならないと、それから５名家族の場合には１０４ドルの収入がなければならないと、そういうことになりますと実際に公営住宅がスラム街解消の計画の、これを具現する一環として出されたというふうに考えますが、しかしそういうふうになつてまいりますと５名家族で１０４ドル以下、あるいは夫婦者８３ドル以下の方々についての住宅については全く考慮のほかに置かれる。そういつた方々についての住宅の面についての政策的な面から便宜を与えるということは全然だめ、ところが実際問題として住宅問題に困つているのはそういつた低額所得者である。今入居基準としてあげられておりますこれだけの基準額以下に生活しているのが実際に多いと、そういつたことになつてまいりますと、こういういき方でいつてまいりますと公営住宅をスラム街解消の一環として打出したものの実際のそのあり方というのは、スラムを街解消していく実際的な方法からはほど遠いものになつてくるというふうに考えるのでありますが、市長はスラム街解消の計画としてさきに計画を打ち出した場合にも樋川その他のそういう不良家屋の密集地帯を整備して１種２種の公営住宅をつくると、そうということを打ち出しておりますが、それによつてはスラム街解消はできないということになると思いますが、これについての市長の見解と、また今後のスラム街解消計画はどういうふうに進めていくかその点をお伺いいたします。



○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　ただいまの御質問に対してちよつと私のほうから御説明を加えたいと思いますが、勘違いしておられるんじやないかと思われるふしがありますが第２種住宅については６５ドル以下の人が入るわけですから、最高が６５ドル、それ以上になるとこの人は１種公営住宅に移つてもらうか、あるいは割増し家賃を払らうかどうかになるわけです。６５ドル以下の人、こういう人が２種住宅に入るということですから今御心配になるようなことは、住宅さえどんどんつくれば解消されるんじやないかというふうに考えております。

（「進行」という者あり）



○副議長　（大山　盛幸君）

　それでは質疑を打ち切りまして日程第３、第２０号議案那覇市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例制定につきましてはこれを経済民生委員会に付託いたします。（「議長要望あり」という者あり）

○副議長　（大山　盛幸君）

　２０番議員

○２０番議員　（久高　友敏君）

　この議案を審議するに当たりまして、新しく、３月３０日で施行規則が一部改正になつたという説明でありますので、その施行規則の改正になつた分の抜粋をひとつお配りしていただきたいということを要望いたします。

○副議長　（大山　盛幸君）

　その資料の件提出していただきますよう当局に要望いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第４、第２１号議案工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定についてを議題として質疑に入ります。（「質疑なし」「即決」「議長」という者あり）



○２２番議員　（黒潮　隆君）

　先ほどの説明の中では、琉球銀行が引き受けるようになつて那覇市と契約したいというふうな御説明がございましたが、その場合に市として何らかの条件があつたかどうか。その内容を御説明していただきたいと思います。と申し上げますのは前に泊浄水場をつくる場合に開発金融公社から金を那覇市が借りようとしたときに、水道公社と分水協定を結ぶようにという条件が出されておつたと記憶しておりますが、また、たとえば農連が金を借りる場合に、西原製糖と合併するようにという条件が付されております。債券を琉球銀行が引き受ける場合に何らかの条件が付されておるかどうか。



○番外　（企画部長　新里　博一君）

　琉球銀行とは３つの契約をしておりますが、琉球銀行から指令する際の条件はございません。これは前にも助役から説明がありましたとおり、４０万ドルの起債額というのは琉銀、１５万ドル上廻つておりますが、ユースカーからは４つの条件が付されております。読み上げます。市債証券発行は琉球の裁判所が抵当執行を認めるような那覇市所有財産に対する一番抵当権による完全な担保附とする。２番目に琉球銀行並びに那覇市は市債証券発行によつて那覇市の借入約定が不復行にならないことを保証するを要する。３番目が琉球銀行並びに那覇市は非琉球人おも含め一般大衆に対する市債証券売却を促進するために直ちにかつ継続的に措置を講ずることを要す。商社金融機関並びに保険会社から確実な申し込み契約を得るために、あらゆる努力を行なうものとする。４番目に証券契約書及び証書２通、これは見本です、並びに引き受け契約書を高等弁務官財政部長に提出するもの、この４つの条件しかついておりません。

○２２番議員　（黒潮　隆君）

　３番目の場合は完全に債券を消化するために非琉球人にも売りなさい売るように努力しなさいということですか、それともう一つは前の議会での説明ででは引き受け銀行が開発金融公社だというふうに説明がなされておつたと記憶しておりますが、これが琉球銀行にわかつた理由ですね。これについて。

○番外　（企画部長　新里　博一君）

　お答えいたします。これはとにかく、証券の完全消化をはかるようにということでございまして、すべてに宣伝をして、いわゆる非琉球人をも含めて宣伝をして証券を完全に消化するようにとそういう努力するようにというよな文書でございます。それから開金との関係でございますが、われわれは開金との場合は引き受け会社になるんじやなくして、もし完全消化ができない場合に開金も買つてもらいたいというようなことを話しつけたわけでございます。このことは琉球銀行が引き受けまして債券残額が出た場合には琉球銀行が引き受けるわけですが、その場合も開金もひと役かつてもらいたいということでございます。



○１３番議員　（儀間　真祥君）

　今の御説明を聞いてみますというと、琉銀が主体になつて買つてそれでもしこれが消化できなかつたときは開金も買うというような説明のようでございますが、３月２１日にですね、布令第２５号改正２号が出されておりますがこれによりますと６条の１０項、これにちやんと地方自治体の債務についての証券とかああいうもの、あれもちやんと開発銀行が購入できるというふになつておりますがあれとはどういうふうになつておりますか。



○番外　（企画部長　新里　博一君）

　これは開金の場合は、いわゆる貸し付けの場合は独立採算制でないと貸しませんけれども、この場合は債券を買うわけですから別に支障はないわけでございます。

○１３番議員　（儀間　真祥君）

　その場合にですね、買うわけですが、証券を買うわけですが、一応これによりまして４９％しか買わない、収入の４９％とかあるいは開発金融公社の資本金の４９％とかというふうなやつがあるようですが、そうなりますと地方自治体に対するくちばしを入れるようなこれがだいぶかわつてきております。このことについてどういうふうに考えておりますか。市長どんなもんですか。

○番外　（企画部長　新里　博一君）

　この場合は引き受け銀行は琉銀でございまして、結局那覇市から直接買うんじやなくして琉銀を通じて琉銀から買うという結果になりまして、われわれに介入するというようなことはないと思います。（「進行」「委員会付託」という者あり）



○副議長　（大山盛盛幸君）

　質疑打ち切り本案は総務委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第５、第２２号議案那覇市減債基金条例制定についてを議題として質疑に入ります。（「委員会付託」という者あり）質疑打ち切り本案は総務委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第６、第２３号議案所属未定地を那覇市の区域に編入することについてを議題として質疑に入ります。



○２１番議員　（金城　吾郎君）

　本公有水面埋め立て工事については、これまで数回にわたつて工事の延期いわゆる契約の変更等をやつたいわくつきのものであるわけですが、竣工の認可以前において一部の土地が、市が使用するのではなしに第３者に貸されており、市民の間に疑問が起こつており、これをはつきりしておかなければならないと考えておりますが、で、どのような根拠に基づいて、どうして貸したのか、この経過についてはつきり説明していただきたい。



○番外　（建設部庶務課長　渡久地　敬正君）

　お答えします。公有水面埋め立て地の竣工認可前における使用でございますがこれは公有水面埋め立て法の２３条の規定によつて貸し付けを行なつているわけでございます。この場合にその使用ということでございますが、これは免許権者が使用してもいいし、他人に貸してもいいということでございます。この貸し付けを行なつている根拠は公有水面埋め立て法の２３条によつてやつておるわけでございます。それから土地の貸し付けの内容を御説明申し上げますと、浜川恵良に対して４，１０７坪、これは自動車練習所の用地として貸し付けを行なつております。それから座渡政福に対して１，０００坪これも使用目的は次の埋め立て工事に使う石材、石でございます。大きな石でございますがそれを集積するために１，０００坪貸しております。それから与儀英毅に対して５００坪、この使用目的はタール製品の集積場として使用するということで貸しておるわけでございます。以上３件でございます。

○２１番議員　（金城　吾郎君）

　この２３条の解釈の問題でございますが、第２３条読んで見ますというと、埋め立ての免許を受けたものは前条の竣工認可前において埋め立てを使用することができる。ただし埋め立て地に埋め立てに関する工事用でない構作物を設置しようとするときは規則で指定する場合を除くほか行政主席の許可を受けなければならない。これは免許を受けたものに限られているもんだと私は解釈するものでありますが、今の課長の説明では免許を受けたもの以外にも貸すことができるというふうに解釈しているようでございますが、どういう見解でそういう解釈ができるんですか、その点の御説明願いたい。

○番外　（建設部庶務課長　渡久地　敬正君）

　この件につきましては行政実例がございますのでそれを申し上げたいと思います。新潟県の知事室長あてに建設者の水政課長から出したその両者間における問答がございます。問い、竣功認可前の許可手続きについて埋め立て権者はこれを他人に貸し付けることができるか、その貸し付け料の帰属するのは埋め立て権者か、または国かという問いに対して回答が「公有水面埋め立て法第２３条は土地の有効適料をはかつた規定であると解される。同法の根拠からして他人に貸し付けて収益することを含むと解するのが妥当である。その場合貸し付け料は埋め立て権者に帰属する」。



○２１番議員　（金城　吾郎君）

　この法によつて私どもが理解をするのは埋め立ての免許を受けたものに限るという解釈になるわけであるけれども、これはやはり行政実例からしてこういう事例があるんだということでこれを貸したことになつておるわけですが、埋め立てに関する工事用でない高額で土地を貸し付けしようとするとき進んで規制しようとするときにはこの規則については土地改良法、都市計画法、管理の維持、構作云々というのが施行規則の中に規定されておるわけでこれに該当しない構作物とわれわれは見るんですけれども、これについてはどのような措置がなされたか。あるいは将来その土地は今借りているものに売却されるものであるのか、そういう事前の話し合いがなされておるのか、あるいは一時でありその撤去についてはどういう取りきめがなされておるのかどうか、それについて御説明願いたい。



○番外　（第二助役　新垣　義徳君）

　お答えいたします。先ほど２１番議員から御質問の中に埋め立て法の第２３条のことにつきましてでございまするが、公有水面埋め立て法施行規則の第２５条、先ほど読み上げた１番、２番、土地改良法と都市計画法、それから３番目に簡易な一時的構作物の設置とございます。当局といたしましては３番目の簡易な一時的構作物の設置だと解釈いたしております。そういうものについては行政主席の許可はいらないということになつておるわけでございましてそれ以外は要るわけでございます。それでその３番目の項目を取りましてそういうふうな措置をいたしました。でその契約いたしますのは賃貸契約によるものではありません。いわゆる臨時的な一時的な契約になつております。その期間が１９６４年３月２５日から１９６４年６月３０日というふうな期限になつております。あくまでも３項目による簡易な一時的構作物の設置と解釈いたしましてそういう措置をとつたわけでございます。

○２１番議員　（金城　吾郎君）

　新道路交通法の施行によつて生まれてくる自動車練習所の施設は、一時的な構作物の部類に入るような軽微な金額によつてつくられるものではないと私は理解しております。その道の専門家の話によるというと、あの規則に定める施設をやるには何万ドルという金がかかるということを言つておる。それを前提としてその人は土地を借りておるということを言つておるようであります。業者間においてはこれは公然の事実になつております。これは何万ドルもかかる場合はこれは一時的な構作物ということによつて直ちに撤去できるものであるかどうか、その辺の具体的な話し合いはどういうふうになつておるか、それをはつきりさせてもらいたい。

○番外　（第二助役　新垣　義徳君）

　お答えいたします。今自動車練習所の件につきましては道路交通取締法施行規則第３５条の２項に規定する、まあ規定になつておりまして、それは自動車練習所の施設教程等の基準ということがありまして、規定がございまして、それには職員とか、あるいは施設教課科目あるいは検査の方法等がございますが、そういう許可のもとに施設はするわけでございますが、先ほど申し上げました契約の内容からいたしまして永久的な契約になつておりません。あくまでも６月の３０日までというふうになつておりましてそれが今の問題になつております。区域の編入がいわゆる６月３０日になつた場合は双方協議の上にきめるということになるわけでございます。現在におきましては、あくまでも６月３０日ということになつております。



○２１番議員　（金城　吾郎君）

　ここに問題があります。６月３０日までの短期間だからということでですね、一時的な構作物の設置を営みしかもそれは自動車練習所という前提条件がついておるはずであります。そうであるならば今読み上げたような規則で施設がなされる、それには相当の金が要る、そうなればそれを借りた人はやはり６月３０日になつたならば当然、しかも所属未定地の編入ができたならば自分に貸してくれるであろうと、あるいは売つてくれるであろうという前提のもとに、あるいは何らかの含みがあつてこの施設をやらなければならないはずであります。その場合に問題が起こつてくるというんです。今市に対してのこの埋め立て地の申込みは借りる申し込みいろいろあると聞いております。そういう中から疑問が起こつておるわけであつて単なるうわさではない、非常にこの土地を欲しがつている人々がおるわけです。そういう中でそのようなことがなされたために疑問が起こつて、それからこの６月３０日という問題はその場合に直ちに撤去できるかどうか、それをはつきりお答え願いたい。



○番外　（第二助役　新垣　義徳君）

　先ほど期間の点を申し上げましたが、あくまでも契約内容の問題でございまして、まあ今施設費用等が問題に出てまいりますが、その契約内容につききましては市が撤去しなさいというときにはいつでも無償で撤去するという契約は入つております。



○番外　（市長　西銘　順治君）

　それじや私から補捉説明申し上げます。この自動車練習所は私が申し上げるまでもなく御審議いただいておる市庁舎の建設予定地である自動車練習所でございまして、何とか市のほうで考慮してもらいたということで現在埋め立てを完了いたしました土地の中から売却するのにあまり困まらない土地、たとえば将来の埠頭地区あるいはまあ完成いたしましても埠頭地区として、まあ編入される土地でありましても売買の対象となりあるいは小さく対象になるような土地でないというわけであの地域に選定しているわけであります。次に法規上の問題でございますが、法規で規定された主席の認可を必要としない簡易の構作物であるとわれわれは解釈しているわけであります。まあ何万坪という規定の坪あるいは規定の構造物があるかもしれませんけれども、自動車練習所の内容からいたしまして土地が主体であります。もちろん土地を購入するには多額の資金が要るかもしれませんけれども、われわれといたしましては行政指導としてできるだけあれを市の指示するようないつでも撤去できるような条件であの建物をつくる場合にいつでも撤去できるような指導をしていく方針を現在とつているわけでございます。ただ問題は自動車練習所のそういつた計画の規定された法律の中でいうこの構作物がわれわれの解釈する簡単な構作物であるのか、それとも恒久的な構作物であるのかというこの解釈の問題認定の問題は認定の問題としてくるのでありましようけれども、われわれとしてはそこにできるだけ短期間にし、市の必要な場合はいつでも撤去に無条件でこれにしたがう、いつでも取りこわしをするという条件の内容の契約を取りかわしているわけでございます。

○２１番議員　（金城　吾郎君）

　この契約はですね、今市庁舎をつくろうというところで自動車練習所を経営している人との契約になつている。その市の庁舎建築予定地の計画もそうであつたのですね、いつでも撤去するということになつていたわけですね。ところが実質的にはこれは売却予定地ではない。埠頭が完成した場合埠頭用地として使うわけです。５年後になるのか、１０年後になるのかわからないんです。今のところ認可を受けたところでさえ一部市が埋め立てをしてないところがこれが６月３０日といつたところでこの６月３０日は１０年先の６月３０もある。これは契約変更できるわけです。具体的なものではない、ところが実質的には貸したことになる、そこら辺に政治的なところがあるんじやないかということを言つておるのであつて、ですからただ単なる今売却予定地でないからいいんじやないか、６月３０日になつたら撤去できるんだ、先ほどの市長のお答えですけれどもここら辺に疑惑を生む。

○番外　（市長　西銘　順治君）

　お答えいたします。私としましては疑惑を生むというお話がございますがこれは市庁舎をつくる場合においてどうしても立ち退かさなければいかぬということはわれわれとしては考慮しなければならないことであります。そういうことはできるだけ現在の埋め立てを完了した土地を有効適切にし使用したい、今こういうことで有効に売却したいということで埠頭地の中にこれを入れておるわけです。もちろんあの土地につきましては各方面から貸してくれあるいは売つてくれ、貸してくれといつたような要望はあります。しかしながらこれを購入する資金が現在のところなく、また現在売却を予定されておるところに購入する資金ができれば私は売つてもけつこうだと思います。問題は適正な価格で売ればいいし、またその間は当然使用料を取ることも違法ではないしうしろ暗いようなところはないと思います。私は問題は殺到しあれを譲渡してもらいたいということがあるから疑惑の目で見られるわけでありまして、契約の経過からみまして今後の措置においても何やらやましいものはないのであります。



○３番議員　（又吉　久正君）

　天久の公有水面埋め立て地が市の区域に編入がなされる、そうするとこの埋め立て地は市の計画によつて埋め立てられておる。これをすぐ売却処分にして銀行支払いをするということが、銀行の面においても大きなプラスになると思いますが、これを編入して実際売却手続きをとつて売却するのはいつごろを予定しておりますかお伺いいたします。



○番外　（総務部長　城田　清才君）

　お答えいたします。まあこのたびの臨時議会に提案されまして、一応議決を得ますれば立法院議会に送ります。したがいまして立法院議会におきまして議決をされました暁はできるだけ早目に売却処分をしこれは有効適切に使用したいと考えております。

○３番議員　（又吉　久正君）

　ただいまの部長さんの御説明で幸い立法院も開会中でございますので、これを長く持つと持つだけ金利が多くなりますので、議決が済むとなればすみやかに手続きをしてもらつて売却を、売却手続きを早くしてもらうように要望いたします。



○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第６、第２３号議案所属未定地を那覇市の区域に編入することについては質疑を終結し総務委員会にその審査を付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第７、第２４号議案専決処分の承認を求めることについてを議題として質疑に入ります。



○２２番議員　（黒潮　隆君）

　専決処分に付した場合にですね、自治法から見ますと１１４条の２項、この２項に前項の規定による措置について市町村長は次の会議においてこれを議会に報告し、その承認を求めなければならないという規定がございます。もちろん１１４条は議会が成立しないときといろいろ条件がございますね。これによつて専決処分を行なつた場合次の会議において議会に報告し承認を求めなければならないというふうにはつきり規定がなされております。

私はこの専決処分が正しかつたかどうかというのではなしに、専決処分をされたらですね、この２月のですね、２６日ですね、２月の２６日に専決処分がなされて、３月の１４日から３月の定例議会が開かれたと記憶しております。当然３月の定例議会に報告し承認を求めるべきであつたがなぜそれがなされなかつたか、そういう手続きを踏んでいないところからみますと専決処分の仕方そのものがいいかげんなことが感ぜられるという疑問がわいてくるわけです。なぜ自治法に定められたとおりやらなかつたのか、自治法を守らなかつたというのを市民憲章にうたつて、私たちは自治法を守りますということまでもつけ加えなければならないと思います。

そこでその点について御説明をお願いします。



○番外　（水道部長　玉城　定仁君）

　ただいまの御質問にお答えいたします。黒潮議員がおつしやつとおりでございまして、実はその問題は３月の定例会に出すべく当局としましても業者に数回にわたつて連絡したのであります。

ただそれが３月議会までに出すまでにはつきりしなかつたというのは、その業者の延期の期間がいつまでになるのかという日数が、日本の荏原会社との間で数回にわたるところの文書の取りかわし、さらに荏原会社から図面と設計によるところの、まあ敷地の関係で、松川ポンプ場の敷地の関係で図面がとれなかつたということ、当初の計画から取つ組むためにそういうふうな延期の手続きがいつまでにできるか、十分とれなかつたわけです、それは黒潮議員がおつしやるとおり３月議会に出すべきであつたわけですがその点おわび申し上げます。

○２２番議員　（黒潮　隆君）

　ただいまの答弁ですね、私はこれは理由にならぬと思います。というのはたとえばいつまでに納入できるか、業者がはつきりしないので３月議会には提案できなかつたということでございますが、２月の２６日に那覇市が専決処分したときにすでにいつまでに納めることができるということは決定しているわけです。というのは最初は１５０日間に納入するということができないもんだから１８４日間、そうすると３４日間延ばせば納入できるというふうに専決処分されておるわけです。いつ納入できるか、向こうが入札者との資材をいつ納入できるかということははつきりした理由は出てこないと思うがどうですか。ちやんと何日間というのははつきりしております。専決処分したときいつまでにできるということがわからないのに専決処分できるはずがないと思います。どんなですか。

○番外　（水道部長　玉城　定仁君）

　お答えいたします。２月２６日までに納入しなければなりませんが、専決処分をする場合にはいつまで延長すれば納入できるかという期日をはつきりつかみたかつたわけです。それにいろいろ食い違いがございまして、実際は黒潮議員が指摘のように手続きをとるのが当然でありましてその点おわびを申し上げます。（「進行」という者あり）



○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第７、第２４号議案専決処分の承認を求めることについては質疑を終結し建設委員会にその審査を付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第８から第１０までは一括上程いたします。日程第８、第２５号議案那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて、日程第９、第２６号議案那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて、日程第１０、第２７号議案那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについてを議題とし一括して質疑に入ります。（「昼食時ですから休憩して下さい」「時間を守りましよう」という者あり）



○副議長　（大山　盛幸君）

　では食事のため休憩いたしまして午後１時再開することにいたします。

（午後零時３分休憩）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（午後１時５分　再開）



○副議長　（大山　盛幸君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。日程第８から第１０までの質疑を行ないます。



○３番議員　（又吉　久正君）

　議案第２５号について質問いたします。那覇市の庁舎が本格的な庁舎でなくて仮り住まいをして十数年やつておりましたが、今度請負契約を結ぶことについてという議案が出ておりまして、ほんとに長年の懸案であつた庁舎が来年の７月ごろには完成するということになることで何よりも喜こばしいことと思つております。それで本議案についてはつきりしてない点が多々ありますのでそれについて質問いたしたいんですが、これだけの多額の金額でまたこういう議案であるとはつきりしたことがわかりかねる、というのはもちろん図面も変更すべきだと思いますが相当の図面かさになると思つてやれなかつたと思いますが、しかし平面図とか、あるいは坪数とか、地下何階とか、というようなことまでもほんとは説明だけでなくてこの契約目的のほうにも入れて欲しかつた、実際ならば図面を添付してその図面によつて審議するのが当然なことと思います、第１条にも乙は別冊図面設計及び仕様書と、こういうふうになつておりまして図面がないとどうにもならないと思つておりまするが、坪数のほうもほんとはあの図面がなければその議案の中に入れてやるべきと思いますがなぜそれを入れてないのか、その点についてお伺いいたします。



○番外　（建設部長　花城　直政君）

　お答えします。まあ市民待望の市庁舎のあれでありますので具体的に図面も坪数も構造もみんな示すべきではないかという御意見でございますが、予算議会のときにもこれは全部説明をいたしておりますので、請負を契約することについてという議案でございますのでそういうことにしたわけであります。内容については全部御質問によつてお答えしたいと考えております。

○３番議員　（又吉　久正君）

　それは予算議会のときにはもちろん出たわけですが、しかしそのときの図面もはつきりまだしてなかつたと思います。それでどつちかというと平面図だけでもやつてもらえば非常にわかりやすく考えられるんだが、このままでは非常に審議がむずかしいんじやないかと思いますが、何とか委員会付託になるはずですので、それまでに平面図ぐらいでも配布することはできないものかどうか、階下が幾ら、１階が幾らというふうな簡単なものでいいですが

○番外　（建設部長　花城　直政君）

　正式な図面ということになると大へんなものになりますので、ガリバンで１階、２階、３階というふうな説明はできると思います。

○３番議員　（又吉　久正君）

　部長さんがそれを出してもらうとわかりやすいんですが、われわれがまず議決しても１階はどういうものであるのか、２階は、３階は市民に聞かれたら非常に困るんです、だから１階はどんなにするのかというふうに聞かれても議員として答弁に恥じないようにするにはぜひその資料がほしいからぜひそれを出してほしいと思います。委員会開会までにぜひ出してもらうように（「仕様書も一諸に」という者あり）



○１２番議員　（真栄田　義晃君）

　これによりますと三つの議案として指名競争入札となつておりますが、先ほどの議案説明によりますとA級の請負師の中から選んだということになつておりますが、そこでお尋ねいたしますが、現在一般建築の請負師ですね、請負は請負業者にA級が全体で何名でどういう会社があるかですね、その中からどの会社を４社を指名したと、その４社はどれどれであるのか、またその４社でなければいけないという基準ですね、そういつたものをお知らせ願いたい。電気請負工事さらに水道工事について同じであります。

　（「３分間休憩して下さい」という者あり）

　それならこれをプリントにして後ほど審議の便宜のために配つていただきたい、それからさらにお尋ねいたします。それからそういうぐわいにしてプリントにしてあとでどれどれ、どういうふうにしてというふうにして、A級の建築業者、工事請負業者どれどれ、そのうちどれどれに指名した。それからもう一つ指名競争入札をやる場合は条例によつて限定されておるわけです。工事その他の請負契約条例によつて、まあ原則としては一般競争入札であるけれども、こういたしますという場合はどうするという限定がありますね、その競争入札は条例の何によつてなされたか、それをお尋ねいたします。



○番外　（建設部長　花城　直政君）

　請負条例では一般競争入札が原則でございますが、これこれのときは指名競争入札することができるということになつておりまして、その市庁舎の場合は規模が非常に大きいというところと、それから相当の工事でありますので日にちも要する、そういうわけで一般競争入札させていくというと、見積もり単価なんかできないものが、へたな見積もりをして落とした場合に工事が実際に竣工しないということもありますので、そういつた意味で指名競争入札にしたわけであります。



○１６番議員　（金城　武一君）

　工事の請負契約を結ぶ前に１点だけお尋ねしたいと思います。よくあることでございまするが、前に辻町の市営住宅をつくつた場合にも地盤の件であとで変更になつております。そういつた事例がなきにしもあらずで、地盤の基礎調査をやられたかどうか、これについてお尋ねしたいと思います。



○番外　（建設部長　花城　直政君）

　お答えします。そういう大きな規模の建物でございますので、十分われわれといたしましても考慮いたしまして、設計にかかる前に向こうの地盤を調査いたしまして、どの程度の基礎をやつていいかどうかということもきめて設計をしております。

○１６番議員　（金城　武一君）

　それじやその調査の結果を簡単に御説明願いたいと思います。

○番外　（建設部長　花城　直政君）

　今ボーリングの結果の表を持つておりませんので、持つてきますまで待つて下さい。



○２番議員　（森田　孟松君）

　当局にお伺いいたします。さつき真栄田議員からの質疑の中にも出ておつたんですが関連いたしますので重ねてお伺いいたしたいと思います。建築法によつて登録された業者のA級の中から市庁舎の４社指定して入札された、それから２９号議案ですか、市営住宅の場合はやはりこれもそういう線に沿つておると思うんですが、この場合は１４社入札させたというふうに提案理由の説明のときにそう聞いたんですが、建築業法によつて建築する以上はそれぞれのいろいろな条件に適したものが登録されて、その中からA級あるいはB級と分けられるはずですが、この場合は金額があまりに大きい、それから特殊な技術を要するという立場に立つて４社にしぼつて、市営住宅の場合は金額がこれにくらべれば少ないので１１万、約１２万ドルぐらいであるために１４社に幅を広げたというふうに解釈していいですか。市庁舎の指名入札の場合は４社にしぼつて市営住宅の場合は１４社に広げておるんですがね。それはどういうぐわいになされておるのか。



○番外　（建設部長　花城　直政君）

　お答えいたします。市庁舎の場合は、真栄田議員にお答えいたしましたとおりに市庁舎の場合は非常に苦労したわけです。それでこういうふうになつたわけでございます。それでほんとうにできる業者を選定しなければならない、ほんとうにできるといつたら語幣があるかもしれませんけれども、能力のある業者というふうに考えなければなりませんので、公営住宅の場合は金額も市庁舎よりも少ない、それからあの場合は２回３回というふうに今度で３度目でありますので、軍のアパートと同じような格好のものでありますので、一応できる業者をA、B、Cの中から選んでそして選定したわけです。

　これは最初日政援助、それからアメリカ援助、琉球政府援助という３とおりの公営住宅が小祿にできますので、その業者の選定を大体１５名ぐらい選定をしてこういう３とうりぐらいに分けてやる予定でありましたが、今度の場合、この琉球政府の援助の公営住宅だけしか今後は入札しなかつたわけであります。それで１５社全部適当に皆さんにさせるというふうな考え方で１５社指定したわけであります。

○２番議員　（森田　孟松君）

　それではこの１５社はいわゆる建設業法ですか、これの適格者、登録者の中のA級ですか、ABCも。

○副議長　（大山　盛幸君）

　１６番議員にちよつとお願いいたします。先ほどの御質問まだこないようですから委員会のほうで聞いていただけませんか。

　（「はい」という者あり）



○３番議員　（又吉　久正君）

　工事の工期でございますが、議決の日から１５か月となつておりますと、ちようど来年の７月の２１日が竣工予定になると思いますが、まあこういう大きな工事でありますので当然そのくらいとらなければいけないとは存じまするが、もうあと４５日ぐらい縮めれば現在の議員の６月議会も開催できよつたんじやないかと思いますが、それまでに縮めることはできなかつたのかどうか、そこら辺を一つお伺いいたします。



○番外　（建設部長　花城　直政君）

　お答えします。工事の工事量、そういつたものを十分検討いたしました結果、結局１５か月までしか縮められないということになりまして、１５か月にしたわけでございます。それで２５日に議決になりますならばその日から１５カ月ということになりますので８月２５日ということになります。これ以上は縮められないようなわけでございます。

　（「要望あります」という者あり）

○１２番議員　（真栄田　義晃君）

　先ほどのA級請負業者、それからそのうちに参加したのが４社、それにつけ加えて入札した場合の入札価格、それぞれのそれと予定価格、それとあわせて委員会でお配り願いたい。



○２０番議員　（久高　友敏君）

　当局にちよつとお尋ねいたします。この仮契約の中の、つまり４項のほうに一番未尾のほうに甲の承諾を得た場合はこの限りでない。つまりこれは、たとえば善太郎組が請け負つておるが、これは他に工事を受け継いではいけないというのが原則ではあるが、ただし、甲の承諾を得た場合はこの限りでないというふうにうたつておりますが、これはどういうことを予期してこういう文句を入れたのか、あり得るのか、これは単に労務の都合で完成し得ないという立場に立つてこういう文句を入れたのか、これをお伺いいたします。

　（「今のは第２条ですか」「３条でしよう」という者あり）

○２０番議員　（久高　友敏君）

　３条です。



○番外　（建設部長　花城　直政君）

　ただいまの久高議員の質問にお答えいたします。２条は普通はこの契約によつて生ずる権利を第三者に譲渡または継承してはならない、ただし甲の承諾を得た場合はこの限りでないというのは、これはたとえば部分下請けの場合であります。下請けの場合はかつてにしてはならないということでありまして、こちらと事前に打ち合わせをしてこの業者に下請けさせるならそれでもいいと、ただしこちらが、甲が承認しない限り認めないということであります。

○２０番議員　（久高　友敏君）

　つまりそうなるとこの契約は善太郎組の契約はあるけれどもが、この部分的に下請けさせてもいいという立場に立つて仮契約はやつておるのか、それとまたがつた、つまり水道工事は別個の請け負いであるのが、この庁舎建設については窓ワク、あるいは窓ガラス部分的に床張りとかという、部分的には善太郎組が市とは契約するが部分的には契約させることができる、そういうことの前提に立つて契約はされておるのかどうか、それをもう一回お伺いいたします。

○番外　（建設部長　花城　直政君）

　お答えします。この条項によつてたとえば窓ワクの問題です。窓ワクもさせてやらなければならないようにうたわれておりますが、自分でつくるわけにもいきませんし、購入して取りつけてもいいわけですから、そういう製作者に部分的に請け負わしてもいいということであります。そういつたことは市の承諾を事前に得ればそれでいいということであります。

　（「進行」という者あり）



○副議長　（大山　盛幸君）

　これをもちまして質疑を終結し第２５号、第２６号、第２７号を建設委員会にその審査を付託いたします。なお先刻の質疑の中から取りまとめて議長から当局に要望しておきます。図面その他の資料提出については所管委員会だけでなくして全議員に配布できるように事務局に資料を提出なさるよう要望いたしておきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第１１、第２８号議案１９６４年度那覇市歳入歳出追加予算について議題として質疑に入ります。

（「委員会付託」「本件は即決いたしますか」「即決するなら質疑あります」という者あり）

休憩いたします。

	（午後１時２８分　休憩）

	（午後１時２９分　再開）




○副議長　（大山　盛幸君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。



○１２番議員　（真栄田　義晃君）

　購入補助金として５，０００ドルを政府からそのまま支出しているということになりますが、このごみ処理車は大型か、小型か、何台か、そういつたことがよくわからないんですが、そういつたことを書いてあればはつきりするわけですがないからお伺いいたします。



○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えします。これは２トン半の中型２台分になりますが、１２月議会でいただきました６，０００ドルの２台分がありますので、これをまくらにして両方で１万１，０００ドル４台中型車を購入する予定をしております。



○１３番議員　（儀間　真祥君）

　ただいま議題になつております清掃費の、保険衛生費のごみ処理車ですね、この購入費が５，０００ドルとありますが、これを購入することによつて従来までは、１日１２０トンのごみが出てその処理するのが８０トンということだつたわけですが、これを購入することによつてですね、どのぐらいの処理が可能になるか。



○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えいたします。現在ありますのが、ごみ処理のほうに向けておりますのが大型が６台、中型が５台、小型が１台、そのほかに汚泥専門の大型が１台、それから薬品散布専門の小型が１台でごみ処理の車は１２台でありますが、これが結局１５台になります。と申し上げますのは、今度小型１台、これは非常に老朽しておりますので処分しまして、その１台、残り１台を薬品散布のほうに回そうと思いますので、結局中型９台と大型６台の、１５台による処理ということになりますと現在の、約２０％ほどはその運送能力がましてくるということになります。

○１３番議員　（儀間　真祥君）

　そうしますと今までより処理は２０％よくなるということすから、あと２０％はまだ未処理だということになるわけですね。どうですか。

○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えします。現在の処理量を１００と見て、それから２０％多くなる、だから１２０％多く処理できるということであります。

○１３番議員　（儀間　真祥君）

　そうなりますと全部処理できるというふうに聞いていいわけですね。

○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えします。全部処理できるんじやあなくて、今１日８０トンぐらいの処理をしておりますが、これにさらに２０％多くなるということであります。

○１３番議員　（儀間　真祥君）

　これは車をふやすわけですけれども、これに要するですね、運転手、燃料その他の修理費とか、そういうのはどうなつておりますか。

○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　全部計上予定されております。

○１３番議員　（儀間　真祥君）

　計上を予定してありますと、予定であつてこれには組まれてないわけですね。（「当初予算に」という者あり）



○３番議員　（又吉　久正君）

　ごみ処理の問題ですが、那覇市では多額の費用を、予算を組んでごみ処理をしておりまするが、市民全部に、その公平な処理はされてないと思います。というのは独自で金を出してごみ処理場へ出しているところもあるし、地域によつては１セントも出ないでやつているところもあります。もちろんごみ処理車が少ないためとも考えますが、どうすれば最少の経費で最大の効果を納めるかということをまず根本的に考えなくちやいけないと、こう私は考えております。というのは日本内地では請負制にして効果をあげているのがだいぶあり、那覇市でも、あるいは地域的に首里なら首里、試験的でもいいからその一帯を請負制にしてみたら見当がつく。たしかに請負制度でやるというと、今市の車で１日２回やつている所と３回も４回もできるという所もあると聞かされている、だからしてこういうふうに試験的でもいいから請負制度にもつていく方法は考えられないかどうか、その点御説明を願いたい。そうすれば最少の経費で最大の効果をあげるということは、これははつきりしていると思います。むずかしいことだとは思いますが実現すれば相当の効果をあげていくというような感をもつておりますが、それについてもし御検討したことがあるならば御説明お願いいたします。



○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えいたします。直営と請け負いの件でありますが、現在は直営のほかに委託の車を１０台持つております。これは４輪車が２台、３輪車が４台、馬車４台、これだけの車に委託料を払つて地域を指定してやつておりますが、直営・委託の場合はいずれにも功罪があるわけでありまして、全部委託に、あるいは全部直営にするということは今までの清掃行政の流れ、本土におけるいろいろ事例等を見まして、これは両方合理的な比率で組み合わしたほうが一番いいというように考えております。それから請け負いの問題でありますが、請け負いということになりますと結局清掃法に基づいて衛生業者としての指定をしなければできないわけでございまして、そういつた点からこれはどうなつてくるか一応検討すべきことがあると思います。もちろん経費面でもどの程度の節減になるか、節減にはなると思いますが請け負いの場合は請け負いなりのまた弊害が出てくるのでありまして、結局今の衛生業者が持つております車に、許可によつて多量排出地域、商店街とか通り会、学校、官庁を取つておりますが、それとほぼ性格を同じゆうしたものが生まれてくると思いますが、そこにはやはり請け負いとはいうものの、やはり目の行き届かないところがありまして必ずそこに弊害も出てくると思いますので、今後十分検討していきたいと思います。

○３番議員　（又吉　久正君）

　今の部長さんの御説明で御検討なさるということは非常にけつこうなことでございますが、その請負業者を清掃法によつて指名する、市長が指名すれば、当然それだけの権限を与え、また契約、あるいは条例によつても行き届かぬ所を出さないために、幾らでもできると思います。そういう話を再々聞かされておりますが、首里地区なら首里地区、小祿なら小祿というふうに、ほんとに請負業者にさせたならば経費がだいぶ安くつく。そしてきれいになるというような話はずつと前から聞かされておりますので、一応検討してもらつて、試験的でもいいから何とかしてやつてもらえば幸いであります。それがほんとうに最少の経費で最大の効果をあげたならば、大きな市民に対してプラスになるし、市も責任をもつて、市民みんなが監督になるわけで、市民全部が監督できるようになれば決して手落ちもないと思いますので、清掃もりつぱにやつていくんじやないかというふうにも考えられますので、一応御検討していただきたい。



○１５番議員　（久場　景善君）

　ごみ処理車の問題でございますが、これは論ずれば論ずるほどたくさん出てくるもんと思います。一番衛生ではこの方面に力を入れなければいけないと思いますが、いわゆる那覇の公設市場のごみ処理はどうしているか。そしてこれはどういうふうにして業者が払つているのか。市としてどういうふうな措置をやつているか。あるいはそれに類似した団体の請け負いがあるはずでありますが、それについての説明をお願いしたいと思います。説明によつてまた質問をいたしたいと思います。



○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えします。公設市場のじんかいは市の委託車によつて拾集されております。これは時間をきめまして深夜作業というふうにやつておりますが、結局この料金はどこが出すかということになりますが、これは使用料として一応勘案されているということになつております。他の私立の与儀の市場とかそういつたところは、その団体で衛生業者と契約して全部取つてもらつております。

○１５番議員　（久場　景善君）

　私設の市場、いわゆる与儀市場あるいは栄町市場というところは、そういうふうな類似した市場におきましても業者が、いわゆる組合が業者と契約して、今は一括契約してやつております。たとえば栄町のごときも、今まで個人個人の請け負いでございましたが、市場組合自体が一括して非常に安くて請け負わせております。金額を申しますと、栄町市場は、今まで一軒１ドルあるいは５０セント６０セント３０セントと、一番最低は３０セントで契約しておりましたが、組合が契約しまして、一括して市場全体、あの周辺一帯を月５０ドルで請け負いさしております。これに対しても、組合としても非常に負担を感じておりますが、受益負担というようなことで申せば業者がやつてもいいようなもんでございますが、しかし那覇市全体の台所を預かる、衛生を預かる、食品衛生から考えますと、やはり市としてもこれに対して幾分かの補助があつてしかるべきじやあないかと思いますが、当局においてそういうようなお考えがあるかどうかお答え願います。

○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えします。もちろんおつしやるとおり、食料品を預かる市場、たとえ個人・私立であつても非常に公共性が強いということはよくわかりますが、いわゆるごみを拾集するという、先ほど申し上げました直営車により取る地域、多量排出地域としてやるべき方法、原則がありまして、われわれとしてはこの原則に基づいて進めておりますので、今のところそれに補助金を出すということは考えておりません。



○２番議員　（森田　孟松君）

　当局にお伺いいたします。市長さんをはじめ経民部長の御努力で、政府から５，０００ドルの補助金を獲得していただいたことにつきましては、厚く敬意を表します。さつきの質疑の中で当局の説明では、大型が９台、中型が６台、１５台で市の清掃処理をやつておられるようでありますが、琉球政府の６５年度の予算においても市はかようなごみ処理車の補助を獲得するような処置をお取りになつているかどうか。あるとすれば何台を要求しているのか、これが１点。あと１点はきのうの市民憲章の推進協議会の総会においても、どつかの婦人の意見も出ておつたのでありますが、市の、この処理車の巡回回数が非常に少ない、これを予算の許す限り適当な台数を購入してどんどん回してもらいたい。またこれがほとんど午前中に回つておるので共かせぎの家庭では非常に困る場合もある。それでできれば午後に回してもらうとか、あるいは日曜に回してもらうことはできないかというような意見も出ておりましたが、これも考え方によつては非常にいい御意見でもありますが、また考え方によつては市のいろいろな事務運営の面からも、すぐ簡単にはこれを取り上げることもできない面もあるかもしれませんが、一応市民の要望がそうある以上は、今少し処理車を、予算が窮屈であれば政府の補助を今以上に御努力されまして、こういう車を購入するような努力を続けていただきたい。そして市民の要望にこたえていただきたい。この膨大なじんかいが排出されますので次にお伺いするのは、そのごみの捨て場でありますが、これが現在は安謝の埋め立て地域で処理されておるもんだと思うんですが、あれは近々のうちにもう限界がくると思うのでありますが、ほかに適当なちり捨て場を検討しておられるのであるかどうか。あるいはじんかい処理のいろいろな施設を御計画なされておるのであるかどうか、そういう面についてお答えお願いしたいと思います。この２点です。



○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えします。次年度における政府からの補助金要請の件でありますが、これは現在の５，０００ドルを取りましたいきさつをちよつと、簡単に御説明申し上げてからお話したいと思います。これは、当初はし尿貯留槽の補助金として、１０基分ということで５，０００ドル組まれておつたわけですが、予算成立と同時に、６３年度の９月に私たちはすぐ政府に対してし尿処理の方法については、現在のような、いわゆる貯留槽方式、農村還元方式をもつてすれば幾ら貯留槽をつくつても同じことだと、もう限界にきておるので、それよりも現在の貯留槽の管理をいかに合理的にするかということであるので、われわれはその管理に力を入れていきたいと、これ以上貯留槽を１０基もつくることは同じことであつて、また土地の獲得もむずかしい、そういつたことよりは、那覇市は今非常にごみ車の台数が少なくて苦しんでいるから、その補助金に切りかえてもらいたいということを申し入れてあつたのでありますが、政府の人事移動かれこれで検討が延びておりましたが、去る２月ごろから政府のほうとしては、厚生局のほうとしては本格的に検討を始めてきたわけであります。それで一応補助金交付規定の改正をしなければならぬ、従来の規定によれば貯留槽しかできないということで、ごみ車にも補助ができるという改正をしなくちやいけないということで、この改正に非常にひまどつております。それから一応は政府の、予算関係の局としましては当初に予定されたものを変更することは相ならぬということで非常に難渋したわけでありまして、そうこうするうちに、すでに６５年度予算編成にかかつて、すでに調整も終わりということでありましたので、規定が改正されてないために当局としては予算に計上することはできなかつたわけです。われわれとしては要望はしてありますが、この規定の改正がまだできてないので、結局厚生局としては本格的に予算要求することができなかつた。あとは何とか押してみようということで、いろいろ市長．助役にもお願いして関係者に御協力を依頼しておるわけです。そういつたことで、数字的に実際計上して要求するということはされておりませんが、何とかひとつお願いしてやつてもらうということで折衝を続けております。それから処理場と施設の問題ですが、処理場につきましては、すでに御存知のように安謝．泊間は着々として埋め立て計画が進められておりますので、いつまでもそこをたよるわけにはいきませんので、去年から物色しました豊見城村の干拓予定地、そこを調査しまして、村との調整も十分ついております。ここ４、５日１週間のうちに村長と具体的に打ち合わせをすることになつております。その候補地は土地改良組合を結成し、村としてはその改良組合に埋め立て事業をさすということでありますので、一応その改良組合との話し合い、それからその捨て場に行く中間の道路との折り合い、こういつたもんで豊見城村としてもひまどつておりますが、近くこれが解決されますので、連絡あり次第すぐ来てくれという通知もありましたので、その処理場が獲得できれば、向こうの土地改良事業が始まるまではそこで何とかしのげると思います。その間、じや全然安謝．泊間は要らないかということでありますが、そういうわけにはいきませんので、やはり処理車の中には馬車もありますし、各商店街では自分でトラツクを持つて捨ててこられる方もおりますので、そういつた点で豊見城まで行つてくるということは困難でありますので、ある程度の捨て場は今の場所を獲得しなければいけないということで、とれについては十分建設部のほうと調整を取つております。そうしているうちに２、３年は捨て場が、あとはなくなるということになりますので、われわれとしてはその間にぜひ科学的な、衛生的な処理工場をつくりたいと、そのためには琉球政府並びに日本政府に強く援助を要請したいというふうに考えております。（「進行」という者あり）



○副議長　（大山　盛幸君）

　では質疑を終結いたします。討論を省略して御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

　日程第１１、１９６４年度那覇市歳入歳出追加予算、市長提出議案第２８号は原案可決することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めます。よつて２８号議案は原案可決することに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





○副議長　（大山　盛幸君）

　日程第１２、第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて、市長提出議案第２９号を議題といたします。質疑を行ないます。（「委員付託」「これは当局は即決してくれと」「委員会付託」という者あり）

　委員会付託の御意見でありますので、日程第１２、議案第２９号は建設委員会にその審査を付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○２９番議員　（具志　栄治君）

　緊急質問がございますが、日程外でありますので、一応議長のほうでおはかり願います。

○副議長　（大山　盛幸君）

　２９番議員から緊急質問をしたいという御要望でございますが、臨時議会におきましては提案された議案に関係のある事件についての質問は許さると、これは法的解釈ですが、日程も全部、一応終了しておりますので、各員の御了承があれば許可したいと思いますが、いかがなもんですか。（「内容は」「民政府の那覇市下水道補助金について」という者あり）

○副議長　（大山　盛幸君）

　下水道問題について、よろしゆうございますか。（「異議なし」という者あり）

○副議長　（大山　盛幸君）

　では御承認得たものとしまして、日程第１３として下水道問題についての緊急質問をつけ加えます。



○２９番議員　（具志　栄治君）

　西銘那覇市長が１９６１年の市長就任以来、スラム街の改造．道路の整備拡張、保育所の設置．下水道の設備拡張．保安燈の設置、ガーブ川のしゆんせつ拡張整備等その他、現在市庁舎の建設等に邁進されており、その御努力については大へん敬意を表するものであります。昨年の機構改革によりまして水道課を部に昇格され、さらに企画室を企画部に昇格されて人事の全面的刷新をはかつて、そして那覇市がこれから衣がえするという御説明に対してまた敬意を表するものであります。それから建設部におきましては下水道課を新らしくつくりまして、下水道課長には前土木課長を配置されまして、その面でも人事の強化があつたと考えるわけであります。安里課長は下水道課長に就任されてから、東京その他の先進県に行かれまして研修され、相当のフアイトをもつておるわけですが、たまたま４月１４日の琉球新報並びにタイムス紙上には、米国援助が那覇市えの２５万ドルが削減されたという、二段抜きの新聞が出されまして、われわれも大へん心配しているわけであります。また私のところにどうしてこうなつてるかと、新聞紙上のとおりかと、こういつた質問がありまして大へん困つていると、これにつきましては民政府書かんによりますと、コザ市に２５万ドルをやつて、那覇市の補助を切つたと、那覇市では５カ年計画で非常にフアイトを燃やしているということで、とにかく２５万ドルはコザ市にやられたというよな、新聞でいわれたような理由は、６月３０日までに支出負担行為の必要があり、那覇市の図面よりはコザ市の図面がすぐれていると、その意味からでも、その両図面を検討しておつたが、その検討の結果那覇市よりコザ市の図面のほうがすぐれているということで、それで援助を打ち切つたと。これは琉球新報の、４月１９日の朝刊であります。そうしてコザ市はその補助金と、さらに対応費の１０万８，０００ドル、合計で３０万８，０００ドルで事業を進めつつあると、それに対して古堅助役は納得できないと、遺憾に思うというふうな新聞談話を発表されておりましたが、もちろん納得するはずはないと思います。それでこれに対してどうしてそうなつたか。新聞報道のとおりか。それを具体的に第二助役のほうから御説明願いたい。それから那覇市の対応費は幾らであつたか、その対応費は何に使うかと、その２５万ドルは市民税の約２５％であつて、那覇市の特別会計に二つ、一般会計での約２２％となつており大金である。この金がごつそりとコザ市にやられたという理由はどこにあるかと、そういつた面を、今市民がだいぶ疑惑をもつておりますので、それに対して建設関係の最高責任者でありますところの新垣助役さんの、これに対する御答弁を願いたいのであります。（「弁務官を不名誉市民にしましようや」という者あり）



○番外　（市長　西銘　順治君）

　私のほうからお答えいたします。新聞報道は新聞記者が那覇市の下水道計画に関する十分なる認識、また理解がなかつたことに基因することですが、御承知のように那覇市といたしましては岩井博士の指導によりまして一応の基本計画を策定いたしまして、政府を通じて民政府に現在提出いたしております。そこで問題になりますのは軍のほうで全島を一連とした、特にコザ那覇間を１円とした総合的な下水道計画をつくるということであつたのでございますが、これが今日まで延び延びになりましてその明細なる計画がまだ市のほうに十分になつていないのであります。それと同時に那覇市の下水道計画を完成するためには大体４地区、小祿、中央それから安謝、首里入れまして大体資金的にも３，０００万ドルの資金を要するのであります。特に中心部だけでも１，５００万ドルの資金が必要とされておりまして、そこで那覇市が問題になりますのは今後そういつた都心部の工事をやるにいたしましても、問題は資金とこの資金の負担区分融資がどうか、幾ら負担し琉球政府が幾ら負担し、那覇市が幾ら負担する、そういつたような資金計画、財政計画、費用の負担区分が財政的にまだ示されていないといつたことが大きな問題でございまするし、さらにこの事業を融資に仰ぐ場合にもつとも問題になるのは水道料率の料金の問題になるわけです。そういつた料金がきまらない間は那覇市としても資金計画償還計画もきまらないわけでございます。そういつたやりとりしているうちに結局はコザのほうに回つてしまつたのでございますが、市といたしましては別にコザの計画が那覇市のよりもすぐれているとは思つておりません。岩井博士によつてりつぱな計画だと思いますし、われわれは現在でも支持いたしておりまするしまたりつぱな終未処理場の完備につきましても那覇市がやるのか、あるいは水道公社がやるのか、明確な点がないのでそういつた点が解明されないうちにおいそれと２５万ドルを受け取るわけにはいかないということで突つぱねていたわけでございまして、幸いにもその後また次年度において那覇市に対しまして２５万ドルの資金が、予算が計上の形になつているところでありまして、その点御同慶にたえない次第でございます。

○２９番議員　（具志　栄治君）

　今の市長の御答弁は２５万ドルすぐ受け取るわけにはいかないとしようがなかつたから受け取らなかつたということでございますか。

○番外　（市長　西銘　順治君）

　お答えいたします。その件につきましては下水道課長、並びに建設助役はいろいろ水道公社と折衝進めておりまして、その中でわれわれといたしましては一番問題になりますのは終未処理場についての、いわゆる設営またその後における管理の権限をどこが握るのか、どこが管理してどこが設営するのか、そういつた基本的な問題がきまらない、皆さんとの総合的な計画であればその案も早く示してもらいたい、それに沿つて那覇市の年度年度のこれは、まあ２年間を１工区になつておりますが、こういつた計画も進めていきたいということにつきましても何ら明確な回答がない、そこへもつてきてコザは文句をいわないが那覇市は文句ばかりいつているんじやないかというような話もあつたようで、関係課長、助役部長からいわしますれば先ほど終未処理場の問題また一番資金計画にその必要な下水道料金の問題さらにその必要な資金の負担区分の問題、各政府の負担区分これはまだきまらない、こういつたことがきまらないうちに対応費もまだ予算に計上されていないうちにおいそれと２５万ドルを受け取るわけにはいかないのであります。そういつた点でコザに回わつたということでございますが、われわれが推察するところではコザは、まあ軍基地に接触しておりますし、この点軍の周辺の地域に対する衛生状況そういつたことで、軍が関心をもつておりまして、おそらくそういつたことで向こうに回わつたということと、DEの監督を受けておつたのでございます。いろいろな諸般の情勢が推察されるのでございますが、先ほど申し上げましたとおり下水道計画の問題点はそのとおりであります。しかしそれがその後復活いたしまして次年度以降２５万ドルの下水道工事補助金が那覇市のほうにまあ予定されておりますので御同慶にたえないところでございます。

○副議長　（大山　盛幸君）

　関連質問を許可します。２１番



○２１番議員　（金城　吾郎君）

　ただいまの緊急質問に関連して質問いたしたいと思います。本員は６月予算議会でこの問題を取りあげるつもりでございましたが、今２９番議員から緊急質問がなされておりますので基本問題について一点お伺いいたします。今市長の答弁を聞いておりますというと、那覇市の下水道計画は４地区にわたつて約３，０００万ドルを要するというお話しであります。那覇地区の４地区というものはどの地区に分けられるのかわかりませんが、少なくとも３，０００万ドルという費用を使つて岩井博士という大先生まで呼んで、そして計画をつくるにかかわらず、それに対してのはつきりした市の計画を態度というものが今まで議会に出されておらない、これは一体どうなつているのか、そうしてこの基本線に従つて民政府との間における折衝の過程においてどういうことがあつたのか。われわれが報道機関を通じて知つているところによりますと、今市長もいわれるように嘉手納の全部軍の掌握下に下水道計画をつくる意図があるやに聞いております。水道公社に類するものがつくられてアメリカ民政府の一環として下水道ができるということがいわれております。それとの関連のもとで那覇市がこの下水道計画の折衝した場合にいろいろ問題が出てきたということは、今市長の答弁の中から一部うかがい知ることができるわけですけれども、当初一昨年の議会の場合に本員が質問したときに建設部長は大体３月までにできるという計画、次に６月、次に年一ぱいさらに来年に、まだはつきりされたものが、示されていない、もちろん相手が民政府であるために具体的にこうだという線が出ないにしても、那覇市としてはこうやりたいということをもつてはじめて折衝というものがもたれるはずです。この点について折衝に当たつての岩井博士の計画を参考にしてでもけつこうであるが、はつきりしたものを示していただきたい。大体予算規模にしても今市長は３，０００万ドルかかるという、それが当初４００万ドルかかるだろうといつておる、また６００万ドルになり７００万ドルになり８００万ドルになり、そして都心部だけでも１，５００万ドルかかるという、当初予定しておつた計画が大体どのような施設であつたのか、あるいはそれ以上の施設がどういうものであるのか、それによつて金額の差が出たかもしれませんが、あまりにもけたが違い過ぎておる、したがつてそれに対して市の見解をはつきりこの際示していただきたい。以上質問を終わります。



○番外　（建設部長　花城　直政君）

　ただいま金城議員の御質問にお答えいたします。那覇市の下水道計画は昨年のようにもとの建設省の下水道課長岩井博士にお願いしまして基本計画は出たわけです。これが去年９月完成しておりましてその完成するちよつと前です。民政府のほうから全島下水道計画というものを今考えておるから市の下水道計画はちよつと待つてくれと、われわれは説明したわけですそれについてはもう少し待てということでありまして、それがいつごろできるかということを聞きましたら大体１２月ごろまでには案ができるということでありました。那覇市の案はさつき市長がいわれましたように４地区にわけて考えられております。首里、小祿、真和志、那覇地区４つに分けておりまして、それをやるには多大な予算がかかるしただ短期間にできるものではないから上間、繁多川それから金城倉庫と繁多川との間の川、それを経て天久その区域、これを中心地といつております。これが約９００ヘクタール、それの推定人口が２１万です。２０年後は２１万人の人口の汚水を排除するという計画で大体計画は、基本計画はたてられたわけです。この中心部の計画がし尿処理、下水処理場これも入れて約８００万ドルであります、あとで資料出したいと思いますが、こういう資料をつくつているうちに軍のほうから話がありまして、君らの計画は進めておるはずですからこれを十分説明してくれと、そうでないと全島下水道計画の中でどう入れられているかわからぬからということで全部資料をあげております。そうしているうちに１２月過ぎて１月ごろ案が大体できたということで説明を受けたわけです。そういう説明の中で全島下水道計画は嘉手納から小祿まで含めて、西海岸の部落を含めて軍の施設と民の施設と別個につくつたんじや不経済だから一つにまとめてつくろうというような計画ができて、初めは下水道の処分場が最初７カ所だつたと思つておりますが、それが最終的には３ヵ所でいいということになりまして、那覇地区には今の市が計画しております西新町、それから首里に一つ、それから中部のほうでは伊佐浜のほうに一つ、最終的にこういうふうになるんだということを説明を受けておりまして、全島下水道計画が約３，０００万ドルかかつて１０年にやるんだということであります。そしてその話の中でも、行政区域の那覇市だけならわれわれはわかるけれども、向こうの浦添村の一部、浦添村の一部をこれに入れるということはまあ技術的には考えられるかもわかりませんけれども、いろいろの問題で困難であると、だからこれもはつきりきめてもらわなければならないし、下水道公社のこれも話もちよつと出ましたが、そういつたことも管理運営上のこともわからないということで、今まではつきり向こうからの回答がないものだから、われわれは事業を２５万ドルの補助を受けてやるということはやれなかつたわけでございます。那覇市の計画を議会側で示さなければいかぬじやないかということでありますが、まだ決定されておりません。これは結局下水道法によつて、また下水道の法によつて認可を受けて、しかも場所は民政府からの補助を受けてしなければなりませんので、この計画が２回に決定して見たところでどうにもなりませんし、向こうの全島下水道計画とわれわれの計画とどうかみ合せていくかという問題がありますので、今まで議会に出していないわけですが、技術的なこういつた打ち合せができましたら議会のほうに詳細な報告をいたしたいと考えております。

○２１番議員　（金城　吾郎君）

　民政府の考えている全島下水道計画に那覇市のものも合わせていくと、那覇市自体としてはこうしたいという考え方はもつておるが、それとの調整をしなければならないので今発表できないというわけですか、計画もできておりませんか。

○番外　（建設部長　花城　直政長）

　今発表できないということは那覇市の案は９月にできております。これを今皆さんに全部議案としておあげしてみたところで、これが全島下水道計画に入れられて、これまでもやらなければならないという一部の変更をしなければならないというのがあるかもわかりませんので、今できないというわけです。軍のほうもおとついでしたか、きのうです、午前中午後１時に向こうの係官とあつたわけでありますが、まだ全島下水道計画に対しての案は一応きております、まだその案を関係部として検討中である。まだ決定されておらない、そういうことであつてどうなつておるかわれわれは知らないわけです。そういうことでありますので今のところはどうなつていくかわからないわけです。われわれとしては那覇市の案はこうだということで押していつたわけです。その案に対してはいいと、向こうのほうも見せてくれと、浦添のものも一部入れてくれということがあるわけです。われわれはいろいろまだ検討しなければなりませんので、はつきりやるということは今申し上げられません。

○２１番議員　（金城　吾郎君）

　私が市の案を議会に示すべきだと申し上げたのは、先ほども市長の答弁の中に出てきましたようにこの下水道の配管の場合はもちろん下水道公社が幹線とかあるでしよう、ところがその主体は市がつくらなければならない、ところが処理場は下水道公社が管理をするということを聞いておる、そうなる場合は問題は起こつてくる。そういつた折衝をする場合に市としてはどういう計画をもつておいてどういうふうな折衝をするのかという態度を聞きたい、処理場はですね、アメリカがやるんだということになつてきますと困つた問題が出てくる、そのような態度をですね、一体どうするのか、それで折衝が長引いてまだなされていないということはわかるが、それに対しては態度をはつきりしてもらいたいということです。



○番外　（市長　西銘　順治君）

　お答えいたします。先ほどの説明でほゞ了解がいただけるものだと思つておりますが、那覇市としては一応下水道計画は完了いたしておるのであります。問題は軍のいう総合計画とどうマツチさせるかということでございまして、私はその計画は非常にいいことだと思つております。問題は水を有効適切に使う、しかも那覇市だけでなく那覇市の周辺も含めてやるということは非常にけつこうであります。問題は資金計画でありましてはたして琉球政府、あるいは日本政府がアメリカ政府が年次資金計画をどういうぐわいにするか、これはとめるわけにはいかない。毎年毎年１０年計画で毎年仕事を続けて完了していかなければならない、そういう場合にアメリカの場合その資金計画として十分の計画はないはずです。十分な自信がないのではないか、またおそらく全島下水道計画にしても微に入り細に入り政府としても検討されていないと思います。そういうところで資金面、計画の検討の面から十分にまだ結論が出てないということでございますが、那覇市の基本方針としてはできるだけ補助を仰いで足りない分は銀行から金を借りて自分の力でやつていきたい。もちろん終未処理場についても那覇市自体が運営していくという基本方針には変わりません。



○１３番議員　（儀間　真祥君）

　今先下水道計画について一応コザの場合は市長の説明でですね、軍の施設があそこにだいぶあるから、それで向こうにやつたんだろうということはある程度納得いくんですが、コザ市の下水道計画の弁務官の中にあるやつの終未処理場、一応軍のほうに直結するというふうに補助はやつております。それ以前にコザ市の場合に独自で計画したやつには下水道使用料１立方当たり８セント、１家庭に８０セントという計画になつておる、その場合に今先の市長の答弁では終未処理場の点についてはこつちの計画も入れてもらわなければ補助金があつてもけるつもりだつたんだということですけれども、その場合にそれじや下水道の終未処理を、これはです、那覇市が今までやるものとして計画を立てていたと思うが、その場合に使用料はどうなつておるか、この計画はあるでしよう。



○番外　（建設部長　花城　直政君）

　ただいまの御質問は今まで申し上げましたようにそういつた運営のほうを、下水道の使用料の問題、まだ検討しない前にやれやれといわれたので困つたわけです。われわれの計画した基本計画、この方針でわれわれは着工できたはずですが全島下水道基本計画に関連させてきたので困つたわけであります。

○１３番議員　（儀間　真祥君）

　今の場合ですね、きのうか、きようの新聞に全島下水道計画が出ていたと思います、その場合にこれと勘案されてですね、一応市の計画があるはずです、それは検討されたわけですか、どんなものですか。

○番外　（第二助役　新垣　義徳君）

　お答えいたします。先ほどから御説明申し上げておりますが、おとついの新聞でございました、まあ那覇、嘉手納の西側を下水道計画をしておるということでございまして、先ほど建設部長から説明があつたとおりきのう１時に係官と会つてこういうふうに新聞に出ております、そういう計画は事実かということを係官にお伺いしたら、まだ軍の総合計画はまだできてないということでありました。それにつきましてせんだつてからの経過のとおり、じやいつごろできるのかということを聞きましたら、まあ今年度の補助金が６４年度になつておるのでおそくとも６月一ぱいには軍の計画はできるものと思つております。（「進行」という者あり）

○副議長　（大山　盛幸君）

　本日の会議はこれで終了いたしまして５月の２５日月曜日の午前１０時本会議を開くことにいたします。その間各委員会において一つ付託案件の御審査をお願いいたします。これをもちまして散会いたします。



（午後２時２５分　散会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　上会議録を調整し署名する。

１９６４年５月２１日

議長　　　　高良一　　㊞

副議長　　　大山盛幸　㊞

署名議員　　儀間真祥　㊞

署名議員　　赤嶺一男　㊞
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１９６４年第６３回那覇市議会（臨時会）議事日程第２号

１９６４年５月２５日（月）午前１０時開議

第１　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例制定について

（市長提出議案第２０号）

第３　　　工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定について

（市長提出議案第２１号）

第４　　　那覇市減債基金条例制定について

（市長提出議案第２２号）

第５　　　所属未定地を那覇市の区域に編入することについて

（市長提出議案第２３号）

第６　　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第２４号）

第７　　　那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２５号）

第８　　　那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２６号）

第９　　　那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２７号）

第１０　　第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２９号）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○　本日の会議に付した事件

第１　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例制定について

（市長提出議案第２０号）

第３　　　工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定について

（市長提出議案第２１号）

第４　　　那覇市減債基金条例制定について

（市長提出議案第２２号）

第５　　　所属未定地を那覇市の区域に編入することについて

（市長提出議案第２３号）

第６　　　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第２４号）

第７　　　那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２５号）

第８　　　那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２６号）

第９　　　那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２７号）

第１０　　第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて

（市長提出議案第２９号）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長　（高良　一君）

　開会いたします。これより本日の会議を開きます。名誉市民顕彰状贈呈式を行ないます。これは議事に入る前に行ないたいと思つておりますので御了承願います。（真栄田・儀間・黒潮議員退場）

○議長　（高良　一君）

　では開式についてのあいさつ。



○番外　（第一助役　古堅　宗徳君）

　ただいまから、那覇市名誉市民顕彰状の贈呈式を行ないます。

○議会事務局庶務課長　（新垣　襄二君）

　市長のあいさつをお願いします。

○番外　（市長　西銘　順治君）

　本日ここに、那覇市名誉市民章贈呈式を挙行するに当たり、一言ごあいさつを申し上げます。第６０回那覇市定例議会で那覇市名誉市民条例が議決され、去る３月１４日開会した第６１回定例議会で万場一致で那覇市名誉市民に選定されました当間重剛先生の御功績につきましては、私が申し上げるまでもなく、御列席の皆さんが十分おわかりのことと存じますが、かいつまんで申し上げますと、昭和８年から昭和１４年まで那覇市の助役として照屋宏金城紀光氏の二代市長の女房役として仕え、引き続いて昭和１４年１０月かから昭和１６年１２月まで那覇市長として就任されましたのであります。戦後は民政府から任命されて、３ヵ月の短かい期間ではありましたが市長に就任され、さらに１９５３年１１月、戦後四人目の公選市長に当選されてからは、都市計画事業を推進するため、膨大な起債をされる等、民政府に積極的な協力を求められまして、泊周辺のしゆんせつ埋め立て・築港・港湾施設の譲渡等、那覇市発展のために貢献されましたことはまことに偉大であります。さらに上水道施設の那覇市えの移管、牧志街道の拡張工事、首里・小祿の編入合併、当時の人口７万から一躍１１万に膨張、大都市建設計画を着々進展せられ、また泊埋め立て地に米琉両政府の補助を含めて市営住宅を建設されたことは、住宅難緩和のための業績といたしまして特筆に値するものであります。１９５６年琉球政府行政主席に就任されてからも、住民福祉の増進、社会文化の発展のため身をもつて当たられた功績は、まことに顕著であり、全住民の熟知するところであります。以上申し上げましたように戦前戦後を通じ、長年にわたつて市民のために絶大なる貢献をされ、広く住民生活の向上発展に尽瘁されましたことに対しまして、厚く感謝申し上げる次第であります。今後とも健康に留意されまして市の発展のためなお一そうの力添えを賜わりますようお願い申し上げまして、私のごあいさつといたします。

○議会事務局庶務課長　（新垣　襄二君）

　議長のごあいさつをお願いします。

○議長　（高良　一君）

　ごあいさつ申し上げます。お祝の言葉と申しますか、いろいろ業績・功績におきましては、ただいま市長から詳しく申し上げてございますので、私はその点を略しまして、ただ大先生の、今後ますます、那覇市はもちろんのこと、全琉住民、市民福祉のため、ぜひ健康を大事にされてがんばつてもらいたい。市長時代からともに議会で、市のために働いた議員の方々がほとんどおられます。きようのお祝いの式場において、本会議の議場におきましてまたお会いしたことも皆喜こんでおります。琉球の政治は全く岐路に立つております。先生の役割りは現役からは退いてはおられましても、やはり指導力がぜひ必要でございますので、那覇市民のため、琉球住民の福祉のためにぜひがんばつてもらいたいと思います。簡単ではございますがごあいさつにかえさせてもらいます。

○議会事務局庶務課長　（新垣　襄二君）

　顕彰状贈呈。全員御起立をお願いいたします。（全員起立）

○番外　（市長　西銘　順治君）

　顕彰状、当間重剛殿、あなたは広く社会・文化の向上発展に貢献せられ、その功績顕著なことを認め、那覇市名誉市民条例の定めるところにより名誉市民の称号を贈り、こゝにこれを顕彰いたします。昭和３９年５月２０日、那覇市長西銘順治。（顕彰状贈呈、拍手）

○議会事務局庶務課長　（新垣　襄二君）

　ごあいさつをお願いします。（全員着席）

○番外　（当間　重剛君）

　先般当市におきまして、市の名誉市民の条例が制定になりまして、大へんいいお企てだということを考えておつたんでありますが、しかしながらまつ先に、不肖当間がその選に当たるとは夢にも考えていなかつたのであります。まことに私個人はもとより、当間一家、この上もない光栄だと感謝しているのでございまするが、一面、私自身を振り返つて見ました場合には、内心じゆえんたるものがあるのであります。ただいま西銘市長から私の功績としておほめの言葉をだんだんいただいておりまするが、それは単にその期間その職にあつてなすべきことをなしたというだけでありますが、私自身から考えれば自分の思つていたことの何分の一もできなかつたということは、同時に市のためにもあるいは市民のためにも１２分どころじやなく、ほんの幾分しかなし遂げ得なかつたことを非常にわびなければならないような気持をもつているのであります。そういつた私自身を振りかえつてみる場合には、こういう顕彰に対しましては御辞退申し上げるのがたてまえかもしれませんが、しかしながら人の評価ということはそれぞれの見方があるために、皆さん方の御推奨、皆さん方のお考えが間違いだというような結果になることも私はおそれますので、御好意を厚くちようだいいたしまして、わが一家の誇りといたしたいと存じます。ただ今後名誉市民としていかなることをしなければならないか。ただいま議長さんからは沖繩のために何かと尽すべきじやないかと申しますが、私の一那覇市民として名誉の称号をいただいておりますので、まず個人としての身を慎み、人の範になるということのたいそれたことはできませんけれども、人様並みのことをすることによつて、この称号をはずかしめないというような覚悟をもつて今後身を慎しみ、健康の許す限り世の中のために努力をいたしたいと考えております。ほんとうに思いがけないこの顕彰でありまして、まことに感謝にたえません。ありがとう存じます。（拍手、当間重剛君退場）

○議会事務局庶務課長　（新垣　襄二君）

　閉式のあいさつ。

○番外　（第二助役　新垣　義徳君）

　以上もちまして名誉市民章の贈呈式を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議会事務局庶務課長　（新垣　襄二君）

　次に第４０回全国市議長会において表彰された、本市議会議員の表彰状の伝達式を行ないます。渡口麗秀殿（拍手）（渡口麗秀議員登壇）

○議長　（高良　一君）

　表彰状、渡口麗秀殿、あなたは市議会議員として１０年、市政の振興につとめられ、その功績特に著しいものがありますので、第４０回定期総会に当たり、本会表彰規定により記念品を贈呈してこれを表彰いたします。昭和３９年５月２０日、全国市議会議長会会長・名古屋市議会議長大西泰助。

（表彰状贈呈）（拍手）

○議会事務局庶務課長　（新垣　襄二君）

　なお議長が１２年の表彰を受けております。お知らせいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長　（高良　一君）

　本日の日程はお手元に配布してあります議事日程第２号のとおりであります。（「議長」という者あり）

○１番議員　（大山　盛幸君）

　先ほど当間重剛先生に名誉市民の称号の贈呈式がありましたが、それと関連いたしましてもう１人のキヤラウエイ高等弁務官に対する贈呈式について市長のかわり、当局の関係部長からでもいいですからお答え願います。いついかなる方法、じやない、どういう場所でキヤラウエイさんに対する名誉市民称号をやるのか。新聞を見るとアメリカから帰えられてから贈呈するというような新聞談話であつたと記憶しておりますが、それに対してどういう御計画であるかお知らせ願います。（「休憩お願いします」という者あり）

○議長　（高良　一君）

　休憩します。

	（午前１０時２７分　休憩）

	（午前１０時２９分　再開）







○議長　（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。総務部長。

○番外　（総務部長　城田　清才君）

　ただいまの大山議員の御質問にお答えいたします。新聞で御承知とおり、ただいまキヤラウエイ高等弁務官には本国に帰つておられますので、沖繩に帰任されましてから適当な日を選定いたしまして贈呈いたしたいと考えております。

○１番議員　（大山　盛幸君）

　適当な日を選定するとおつしやつておりまするが、大体どういう場所でやられるのか。申すまでもなく市民敬愛の対象である名誉市民章を贈る以上、公式の場でやらなければならないと思料いたしますが、すぐそれを弁務官室に持つていつてやるようなことがあつては、名誉市民称号の贈呈にはふさわしくないと、こう思料いたしますが、６月議会か、あるいは公式の場でやるというようなことはお考えになつておられないかどうかお尋ねします。

○番外　（第一助役　古堅　宗徳君）

　お答えいたします。ただいまのキヤラウエイ高等弁務官に対する、贈呈式の件につきましては具体的に、どういう方法でやるということはまだ検討はなされておりません。

○１番議員　（大山　盛幸君）

　今市職労の代表からキヤラウエイに対する名誉市民称号の撤回方の陳情が出ております。これは６月議会に付託されて審議されると思いますが、議会の処置がどうなるかわかりませんので、その点については慎重に議会の状態を見て処理してもらいたい。ただお願いしたいのは弁務官室にもつていつてこつそりやることじやまずいと思う。こういう議会の場所でやるか、あるいはその他公式の場所をかりて盛大にやつてもらうよう要望いたします。

○議長　（高良　一君）

　本日の日程はお手元に配付してある議事日程第２号のとおりであります。諸般の報告をいたします。５月２３日付で建設委員会、総務委員会、経済民生委員会の各委員長から「委員会審査報告書」が提出されておりましたのでその写しをお手元に配付してあります。５月２１日付で芦屋市議会から芦市議第１９２号をもつて「沖繩の祖国復帰に関する決議について」文書が送達されておりましたのでその写しをお手元に配付してあります。

５月７日から開催されて第３９回九州市議会議長会における本市議会関係の事項について事務局職員をして朗読報告いたさせます。



○議会事務局議事係長　（山城　正信君）

　御報告申し上げます。第３９回九州市議会議長会総会経過報告

(1)　５月７日実行委員会が唐津市第３会議室で開催され提出議題２９件陳情１件全会一致で採択された。

(2)　５月８日午前９時から唐津市体育館で総会を開催し提出議題全議題全会一致で可決し、沖繩側提出の陳情（大東亜戦争中飛行場用地として強制的に買い上げられた土地返還について）は再度実行委員会を開き、本陳情については再度の陳情であるが、全国に提出するより九州部会として独自の立場から積極的に解決すべきであるという結論に達し再会とともに本件を総会において審議し実行委員会の積極的意志を尊重し委員会案どおり採択し九州部会として取り扱うことに決定した。

(3)　次期九州議長会を福岡県久留米市で開催し、久留米市議会議長が次期会長に決定した。

(4)　５月１１日大川市家具製品並びに工場設備視察同日熊本市議会を訪問沖繩問題に対する協力方を折衝する。

(5)　５月１８日熊本市議長と野田総務長官訪問に対する沖繩問題の下打ち合せ。

(6)　５月１９日１１時態本市議会議長（阿部次郎）宜野湾市議長、平良市議長同伴、野田武夫総務長官を訪問、目下閣議中であるが時間をさいてもらい今回九州議長会に提出してある陳情の件の善処方要請をするとともに下記の件を早急に解決してもらうよう要請し御意見を拝聴し問題解決に積極的に協力するとの強い言葉を得た。

記

１　大東亜戦争中飛行場用地として強制的に買い上げられた土地返還について、総務長官は特に総理府特別地域連絡局長（特連局長）三枝三郎を招じ沖繩からわざわざおいでになつている。那覇市の高良議長の説明をよく聞き充分検討して問題を処理をするよう局長に指示し実情説明と質疑をかわし了解を得た。

２　那覇市議会において祖国復帰の議決をなし衆参両院に要請してあるので早急に沖繩を日本の一県として復帰せしめてもらうよう最大の努力を払つてもらいたいことを要望した。これに対し当然なる問題であり努力を続けるとの言葉があつた。特にアメリカは東洋の緊張がやわらぐまで沖繩を保有するといつている。諸国家の安泰を期すため何ゆえに沖繩のみが犠牲にならなければならないのか。日本という潜在主権の国がありながら今後生れ出ずる子供まで犠牲をしいることはまことにしのびない。現実において東洋の平和のためとするならば、当然に沖繩の犠牲に対し何らかの処置を講ずべきではないか。ひとり沖繩のみが犠牲になる筋合いはない、現実の沖繩を見ていただき早急に施政権の返還をしてもらうよう強く要請します。

３　郵便貯金の１円対１弗の支払いについて現状から見て当然１円対１弗の措置をとるべきである。この問題はすでに日本内地では処理されており含みのあることであるので簡単にはゆかぬと思うが、私自身としては１円対１弗が当然だと思うのでこの件についてもその解決に努力する。以上でご

以上でございます。

○議長　（高良　一君）

　ちよつとつけ加わえて御説明を申し上げますとこの２件目は非常に重要な案件でございましたので、特に総務長官にお会いして申し上げたんです。それで総務長官も非常に重要視しまして、話の途中からこれは非常に重要な問題だから特連局長も一緒に聞いておく必要があるというわけで特連局長に来てもらつてさらに同じことを繰り返して局長も記録をしてこの問題につきましては十分真剣に解決されなければいけないというような意向でありました。特にこの施政権返還問題につきましては今はじまつたことではなく毎年こういうことが繰り返えされているが、全然日本政府の本件に対する措置というものは前進していないような感がある。しかし地元沖繩においては、そんな悠長な情勢でないと、だからぜひこの問題を長官の力によつて一日も早く解決してもらいたい。アメリカさんはたえず「極東の緊張が緩和するまで」ということをいつておりますが、それはいつのことかわからない。しかし極東の緊張が緩和するまで待てというならこれもまず一応話はわるが、何がために沖繩だけが戦争の犠牲になり、また今日極東のために犠牲にならなければいけないのか。もしこれが事実とすればその期間極東の諸国は沖繩に対して何らかの援助をすべきじやないか。この沖繩の犠牲に対して日本とアメリカが不十分な、不満足な援助を潜在だとか統治だとかといつて振り回わしているが、現実の沖繩問題はそんなもんじやない。われわれの時代すら困つているのにわれわれの子孫の時代になつた場合は何が何やらわからなくなつてしまう。これは真に日本国民としてほんとうに真剣に考えてもらいたい。今日貿易の自由化といい、いろいろのものはすでに世界各国とも自由に取り引きできるようになつているという時代に、そういう人間の自由をわれわれに人権を与えるというのが先じやないか。こゝは大きな政治の問題であつて、われわれはそこに金がほしいとか、物がほしいとかという前にわれわれに人間としての自由を与えてもらいたい。これは真剣ですからといつたら特に長官も緊張しまして局長を呼んでやつたわけです。そのほかに非常にたくさんいうておりますが、これからはわれわれは積極的にやらなければもう今日の琉球の政治は全く機危にきて曲がりかどにきておりますので、われわれはこの機会にどんどん島ぐるみに沖繩問題は解決しなければならないと思つております。たまたま４月２３日には宇都宮市におきまして身体障害全国大会にも久場議員が行つて、相当全国の大会の席上で沖繩問題を相当取り上げて沖繩に関する認識を深めておられます。そういう機会にわれわれはどんどんあらゆる機会に沖繩問題を引つ下げて世論を換起すべきだと思つております。またわれわれが熊本市に行きましたその日に、金城吾郎氏はその日に来まして本件についててぜひ議会の皆さんに御協力願いたい。特に議長にはかりまして全員協議会を開催してもらつて金城吾郎議員もその席上で沖繩問題を十分に詳しくお話しておられます。われわれは晩に着きましたのであくる日その問題を取り上げております。全国の議長会、九州の実行委員会においても、これは議題外ではありますが、特に本件について全国の市会の御協力をお願いしたというわけで最近日本々土でもこの問題は取り上げつゝあります。われわれ地元が積極的に動かなければいけないと思つております。以上簡単ですが報告にかえます。



○議長　（高良　一君）

　ただいまより議事に入ります。日程第１「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。本日の会議録署名議員は会議規則第１１６条の規定により議長において辺野喜英興君、比嘉朝四郎君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長　（高良　一君）

　日程第２、第２０号議案那覇市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例制定についてを議題として経済民生委員会の報告を求めます。



○１５番議員　（経済民生委員長　久場　景善君）

　議案第２０号「那覇市営住宅設置および管理条例の一部を改正する条例制定について」本委員会の審査結果を申し上げます。本案について当局の主管部課長の説明によると、公営住宅法施行規則の制定された１９６１年から３ヵ年間における琉球経済は統計資料によると平均してかなりの伸びを示し、これに応じて同施行規則の一部改正がなされたのであります。従つて那覇市民の給与水準も同様に上昇しており、同施行規則の一部改正に基づき必然的に同趣旨から本市も条例の一部を改正したいとのことであります。これに対し本委員会はそれぞれの改正条項に対し質疑がなされ、各条項とも改正すべきであるとの結論に達し、討論を省略し全会一致可決すべきものと決定したのであります。よろしく各位の御賛同を得たいのであります。



○議長　（高良　一君）

　委員長報告に対して質疑に入ります。



○１７番議員　（宮里　敏慶君）

　２０号議案と関連いたしますので当局にお伺いいたします。若狭町の市営住宅について銀行償還が終わると、２０年間借家人としてりつぱに義務を果した者については無償で譲与するという市民のうわさがあると、また市民からもそういう質問が受けますが無償譲与する御意志があるかどうかお尋ねいたします。



○番外　（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えいたします。これは将来とも市の財産として堅持していくべきだと考えております。（「進行」という者あり）



○議長　（高良　一君）

　質疑討論省略して採決に入ります。第２０号議案につきましてはただいまの委員長報告どおり原案可決することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）御異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長　（高良　一君）

　日程第３、第２１号議案工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定についてを議題として総務委員会の報告を求めます。



○２５番議員　（総務委員長　赤嶺　一男君）

　ただいま議題になりました議案第２１号、工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例制定について、本委員会の審査結果を御報告いたします。本案につきましては若干の質疑がかわされたのでありますがそのおもなる点を申し上げますと、△工事その他の請負契約条例第９条第１項「前条の保証金は、市長が適当と認める有価証券その他の物件をもつて代用することができる」とあつて有価証券とその他の物件を別個のものとしてうたつているが第２項では「前項中物件については」云々とあつて有価証券は含まないと解されるがどうか。ということに対して当局の説明は、△第２項「前項中その他の物件については」とあれば有価証券は除外されるが「前項中物件については」とあれば有価証券も含まれ、有価証券その他の物件というふうに解釈する。たとえば物件については真珠等をはじめ宝石類もあり有価証券のみを物件と見るわけにはいかないので特別の場合を考慮に入れ、その他の物件ということを入れてある。しかし比重においては有価証券が大きい、ということであります。以上当局説明に対し各員一応これを了承し賛成多数で原案を承認し可決すべきものと決定いたしましたのでよろしく各位の御賛同を得たいのであります。（「質疑討論なし」という者あり）



○議長　（高良　一君）

　質疑討論省略して採決に入ります。第２１号議案につきましては委員長報告どおり原案可決することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）御異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長　（高良　一君）

　日程第４、第２２号議案那覇市減債基金条例制定についてを議題として総務委員会の報告を求めます。



○２５番議員　（総務委員長　赤嶺　一男君）

　ただいま議題になりました議案第２２号、那覇市減債基金条例制定について、本委員会の審査結果を御報告いたします。本案につきましては若干の質疑がかわされたのでありますが、そのおもなる点を申し上げますと、△市債証券の消化については現在の金融引き締めの状態から見て市民が購入するのは僅少と見るが、そのような憂いはないか、ということに対して当局の説明は、△市債証券の消化については現在の金融引き締めの状態から見て市民が購入するのは僅少と見るが、そのような憂いはないか。ということに対して当局の説明は、△現在、大手筋会社を対象に話がついており又自治会を通じ話し合いを進めている。さらにどのような比率で消化されてゆくか、ということについては現在のところ判断しかねるが終局的には琉銀が引き受けることになるので、その消化については心配はない。ということであります。

以上の当局説明に対し各員一応これを了承し賛成多数で原案を承認し可決すべきものと決定いたしましたのでよろしく各位の御賛同を得たいのであります。（「質疑討論なし」という者あり）



○議長　（高良　一君）

　質疑討論省略して採決に入ります。第２２号議案につきましてはただいまの委員長報告どおり原案可決することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）御異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長　（高良　一君）

　日程第５、第２３号議案所属未定地を那覇市の区域に編入することについてを議題として総務委員会の審査報告を求めます。



○２５番議員　（総務委員長　赤嶺　一男君）

　ただいま議題になりました議案第２３号所属未定地を那覇市の区域に編入することについて本委員会の審査結果を御報告いたします。本案につきましては若干の質疑がかわされたのでありますが、そのおもなる点を申し上げますと、△現在該埋め立て地内に自動車練習所の仮施設が設置されており、本会議における当局の説明によれば該地は６月３０日までの期限を付して使用許可を与えているということであるが、６月３０日以降における貸借関係については現在の状態において契約を結ぶのか、それとも新たに検討を加えて行なうのか。ということに対して当局の説明は本件については、現段階において一応造船事業関係の用地として保留する必要があると考えている。よつて将来かゝる事業に支障を来たしてはならないので、民法によるところの契約ではなしに埋立法による公法上の使用許可という観点に立つて市が公共事業として該地を使用する場合はいつでも返還するという条件を付して貸与してある。したがつて一応のめどとして該地は当分の間、使用する予定がないので土地を遊ばせておくよりはということで現在の条件のもとに会計年度を期限に６月３０日まで使用許可を与えている。しかし将来所有権が移転していわゆる民法によるところの契約によるかどうかということについては予定している港湾計画と関連づけ、検討した上できめるというふうに考えており現段階では正式な普通財産として引き継がれてないので公法上の使用許可というふうにとどまつている。ということであります。以上の当局説明に対し各員一応これを了承し全会一致原案を承認し可決すべきものと決定いたしましたのでよろしく各位の御賛同を得たいのであります。（「質疑討論なし」という者あり）



○議長　（高良　一君）

　質疑討論省略して採決に入ります。第２３号議案につきましては委員長報告どおり原案可決することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）御意議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長　（高良　一君）

　日程第６、第２４号議案専決処分の承認を求めることについてを議題として建設委員会の報告を求めます。



○１１番議員　（建設委員長　平良　真次郎君）

　議案第２４号「専決処分の承認を求めることについて」当委員会における審査の経過と結果を申し上げます。本件について質疑のおもなるものを申し上げると、１９６４年２月２６日に松川ポンプ場送水ポンプ及びその付属品購入契約の納入期限を延長、専決処分がなされておるが、その後第５９回議会が３月１４日から３月２５日まで開催されているにもかかわらず、今回この専決処分を提出したことは法第１１４条第２項に抵触するが、これについて当局の見解をただしたのであります。当局の答弁によると、ポンプ製作の実施計画図の修正や製作工程の手違い船積の遅延で３４日遅延したが、その間荏原製作所と岩谷商会の間で２４日も話し合いがまとまらず、納入期日が確実に押えられなかつたが、その後３月定例会最終日の翌２６日に納入になつたため止むを得ず今回提出したのであり今後かかることのないよう深くお詑びしたいとのことであります。委員会では実情やむを得ざるものとして全員了承し、なお若干の質疑の後本件については全会一致承認すべきものと決定いたしましたので各位の御賛同を得たいのであります。



○議長　（高良　一君）

　質疑に入ります。



○２２番議員　（黒潮　隆君）

　建設委員長にお尋ねいたします。本会議でも質問いたしましたが納入期限がはつきりしなかつたために、次の議会、つまり３月定例議会に承認を求めるために専決処分の提案ができなかつたということを水道部長は答弁しております。そして今の委員長の報告の中からもそのようなことがうかがわれます。私がお尋ねしたいのは専決処分をしたことに対する質問ではありません。専決処分をした場合には自治法によつて次の会議においてこれを議会に報告してその承認を求めなければならない。求めることができるということじやなしに求めなければならないとはつきりうたつております。そこで納入期限がはつきりしなかつたとかいつておりますが、しかしながら納入期限がはつきりしない場合に３４日間も延長するという、延ばすという専決処分はできなかつたはずであります。さらに委員長の報告からすると、いわゆる３４日間延ばした。その中で３０日目に資材は納入されております。専決処分した期間内に納入されております。それが次の機会で承認を求めるために提示できなかつたという理由はまだはつきりしておりませんので、その点をはつきりお答え願いたいと思います。



○１１番議員　（建設委員長　平良　真次郎君）

　黒潮議員が質問されておりますことと全くそのとおりのことを質問したわけでございましてこの点については当局として特に今後そういつた必要な手続き、あるいは提出の問題については注意をし万遺憾のないように措置したいということで、まあおわびがあつたわけでございます。もちろん２月２６日に提案、専決処分されておりますので、そういつたものは十分３月定例会会に提出できたんじやないかということは日にちの面からはつきりいえるわけでございます。そこで当局のほうで今期限がまだ延びるんじやないかという懸念があつたんじやないか。それがもたもたして十分できなかつたと、部長としては１日も早くこれを納入したいと、当初４月１０日まで納入したいというふうな岩谷商会からの申し出を断わつてこれを１０日でも早く、もつと短縮したいということでたびたびこれを折衝し、その間において相当時期的に、この時期を失したということについては委員会としてもこれは追求しておりますし、水道部の部長としてもこの点については重々おわびをしたいという申し出がありましたので、まあ黒潮議員のいわれることもよくわかつておるつもりでございまして、その間ひとつ御了承願いたいと思います。



○２０番議員　（久高　友敏君）

　建設委員長のただいまの報告からしますと、なるほど当局の事務的手続きがまずかつたということは建設委員各位が認めて、また当局も認めておるようでございますが、しかし本件につきましては次の会議にこれを報告して議会の承認を求めなければならないということでありますが、しかしこの承認を得る得ないという問題は別であります。つまり法に示された市長の専決処分ということは市長に与えられた特権であります。つまりそれが議会を開催するいとまがなかつた、緊急であつたかということは別といたしまして、市長はそういうような緊急の措置をとらなければ、やむを得ない措置をとらなければならないという立場において専決処分したはずであります。したがいまして専決処分をしたからには次の会議に報告しなければならないということは必然的に市長としては考えなければならない、専決処分はしたけれどもが、議会に一定の期間を、しかも３月の１５日からの本会議があるにもかかわらず報告をしないということは、つまりいろいろと納入の問題とかを話されておりますが、それはあたらない、そうしますとわれわれがこういうような自治法に基づいて、あるいは条例に基づいて議会は運営されているわけでございますが、しかし市みずからそういう法を忘れておつたと、あるいはいろんな事務上の手続きで忙しくてできなかつたということになりますと、われわれ市会はいろいろな課税の問題、あるいは建築法の問題いろいろ、すべて法によつて市民を指導し育成しながら市民に法を無視しろということを、やむを得ないからしかたがないじやないか承認してしまえということになりますと、税法でもしかりであります。家庭の事情家庭の病気によつて、これはつい忘れておりましたので納期を延ばして２、３ヵ月おくれた場合は延滞料をとらないのか、あるいは延滞金をとらないのか。当然法によつて示されたのは法によつてこれはとるべきであります。これはわれわれ市会が承認するしないにかかわらず市長が専決処分したのは議会の可決と同様な効力はあるわけでございます。これは重々承知しておりますが、しかし当局の失態をやむを得ないから承認するということになりますと、市民が失敗をした場合は、あるいは忘れた場合はやむを得ないから了承して許すかという問題であります。本員の申し上げたいことは、つまり議会というのは自治法、あるいは条例に基づかて運営されなければならない。市民には法を守れといいながら市みずから法を守らないで市会と当局となれあいで、そういうふうに法にうたわれているけれどもいろいろな事情があるから、しかたがないから承認するということは私は間違いだというふうに考えます。これはわれわれ市会が全会一致で承認しまいがしようかこれは効力においてはかわりありません。だから市民にいろいろ法を守らす意味においても本員はこれをもう一度考えるべきじやなかつたかというふうに考えますが、委員長としましてはどうお考えでおられますか。



○１１番議員　（建設委員長　平良　真次郎君）

　先ほども黒潮議員からも質問がありましたとおり、その間の事情を申し上げたわけでございます。つまり努力をしたと、いわゆるポンプを早急に部品の購入をせかすあまり手続き上のミスをしたと、まあ悪意で遅延したというわけじやないと、そういうことが委員会での質疑の中で十分誠意をもつて尽したけれども、結局時期的にまずいミスをしたということについては特に委員長としましてもこの点をはつきり追求したわけでございます。そういうような意味で十分その誠意を認めまして、委員会としてはこれを承認するということで決議をしたわけでございます。（「進行」「討論あり」という者あり）



○議長　（高良　一君）

　質疑を打ち切り討論に入ります。



○２２番議員　（黒潮　隆君）

　議案第２４号専決処分の承認を求めることについて反対いたします。理由を申し上げます。当局も認めているとおり、自治法の１１４条の第２項「前項の規定による処置については、市町村長は、次の会議において報告しその承認を求めなければならない」という法に違反しているからであります。しかも、当局の説明の中では納期の期限がはつきりしていないために次の議会に提案することができなかつたという答弁をしておりますが、これは間違いであります。専決処分を何日間会期を延長して納入させるということを当局がはつきり、２月２６日に専決処分しております。いつ納品できるかこれがはつきりしない場合に１８４日間内に納入すべきだという日にちは出てこなかつたと思います。私が申し上げたいのは専決処分したそのものには問題があるとは申し上げません。もちろん第１項によつて、１１４条の第１項によつて会議を開くいとまがなかつた場合は専決処分できるようになつているからであります。このように自治法に違反した私たちが考えるのは次の３月定例議会に提案するのを市当局は忘れてしまつたんじやないかと、こういうふうに考えます。こういうところからみると、この専決処分そのものにも問題があつたんじやないかと思いす。ほんとうに最初きめられた期間内に納入させるような努力、これもあまりなされていないんじやないかというふうに考えます。特に水道部の場合には専決処分が今までにたくさん出されております。そのつど議会においてはやむを得なかつたということでほとんど承認してきております。このような自治法を犯した議案に対して那覇市議会が承認するということはその自治法違反を那覇市議会も容認したということになると思います。私たちがこの２４号議案を審議する議会は３月定例議会であつたと思います。したがつて３月定例議会に審議すべきものを自治法に違反して臨時議会に出されたという点。これは市当局の失態、これをそのまゝ認めるということになります。私たちが審議する時期、これがすでに当局によつて奪われたというふうに考えます。もちろん３月定例議会に提案され、これが議会の審議の中で継続審議になつた場合は、次の議会で承認するか承認しないということがきまると思いますが、しかしながら提案さえ会議にされなかつたという点、これは大きな問題と考えます。そういうふうな立場からあくまでも自治法を犯かし自治法に違反した議案は承認できないとこういう立場から反対いたします。（「進行」という者あり）



○議長　（高良　一君）

　ほかにございませんか。（「進行」という者あり）それでは討論終結し採決に入ります。本２４号議案を承認することに御賛成の方御起立願います。（起立多数）絶対多数であります。よつて本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長　（高良　一君）

　日程第７、８、９は関連しておりますので一括上程します。日程第７、議案第２５号那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて、日程第８議案第２６号那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて、日程第９、議案第２７号那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについてを一括議題として建設委員会の報告を求めます。



○１１番議員　（建設委員長　平良　真次郎君）

　議案第２５号、那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについて、議案第２６号、那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて、議案第２７号、那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについて、審査の結果を報告いたします。まず、議案第２５号の審査にあたつては、当局から、１．指名競争入札の方法は政府のA級１０社の中から、これまでの政府工事、民政府工事、D．E関係工事の実績を勘案し、さらに本工事は庁舎建築工事であるところから、請負業者は那覇市民であり、現在施行している工事に支障のない４社を指名し、競争入札を行なつた。

２．工期１５ヵ月の算定については過去３０ヵ年の気象の統計から５、６、７８月は一番雨が多く、７０％程度しか作業ができず、１５ヵ月を見積つたとの説明がなされた。次に議案第２６号、第２７号についも議案第２５号同様な内容をもつて、指名競争入札を行なつたとのことであります。委員会は以上の説明を了承し、本議案第２５号、第２６号、第２７号はそれぞれ原案どおり可決すべきものと決定したのであります。よろしく各位の御賛同を得たいのであります。



○議長　（高良　一君）

　これはよろしゆうございますか。（「議長」という者あり）



○２２番議員　（黒潮　隆君）

　建設委員長にお尋ねいたします。庁舎建設に当たつてですね、この資材の見積り、資材を見積る場合に日本資材、日本製品を使用するように見積られておるかどうか。審議の中でこれがはつきりしているかどうかこれをお尋ねいたします。



○１１番議員　（建設委員長　平良　真次郎君）

　結局黒潮議員の質問は何かアメリカ資材を使えというようなこと、それがうたわれているかどうかということでございますか。さようなことはないということは当局ははつきりいつております。

○２２番議員　（黒潮　隆君）

　布令第２５号琉球開発金融公社設立に関する布令、これが６４年３月２１日改正２法として公布されております。この中で公社から資金の全部または一部の融資を受けた事業に対して、いろいろ公社が、この事業が妥当であるか品質が維持されるかいろいろ検査したり、いろいろと口ばしを入れることができるというような改正になつております。そういうようなことからみて市が庁舎建設に伴つて発行する債券、全部消化できない場合には琉銀が引き受けるというふうになつております。そして琉球銀行から非琉球人でも買うことができるわけです。すなわち開発金融公社が買うこともできるわけです。その場合にこれを融資とみて、向こうが融資とみなして、たとえば琉球銀行のビルを新築しようとしたとき、最初は日本資材を設計されていたものを民政府がそれはいけないと、アメリカ資材を使えといつて設計変更を余儀なくされたということも聞いているわけなんです。そういうところから万一そういうふうにアメリカ資材を使いなさい、あるいは部分的にアメリカ製品を使いなさいというふうな向こうからの申し入れとか、いろんな形でなされた場合に、もしそれが市当局が受け入れた場合には設計変更を余儀なくされるわけです。あるいはそれ以上に予算がオーバーしてくるかもしれない、それがある場合には市当局はあくまでも、委員長の報告からは日本製品、資材を使うように見積られておるという報告がありましたが、もしそういうふうに一部でもいいし、アメリカ資材、製品を使えという市当局に対する申し入れがあつた場合に、あくまで、これは沖繩でできるものを含めております。日本資材としてこれは設計し見積られているとおり進めていくという意思をはつきりもつているかどうか、当局にお尋ねいたします。



○番外　（市長　西銘　順治君）

　お答えいたします。アメリカの国際収支が非常に悪化いたしまして、アメリカ当局といたしましてはバイアメリカン、シツプアメリカと２本立てで今後の貿易対策を考えておるわけでございまして、米国関係の資金を使うときにそういつた条件も場合によつては付されておるようでございます。ところがこの工事の設計につきましては、アメリカの資材を使うようにということは何ら指示されておりません。もしこれをアメリカ資材を使うといたしますならば、あるいは現在見積られている工事費をもつてしてはとうていこれは施行することはできないのであります。



○３０番議員　（赤嶺　保三郎君）

　この２５号議案についてちよつとお尋ねいたします。ちよつと休憩して下さい。

○議長　（高良　一君）

　休憩いたします。

（午前１１時２０分休憩）

（午前１１時２３分再開）

○議長　（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

○２２番議員　（黒潮　隆君）

　私の質問に答えてないのがありますので……。

○議長　（高良　一君）

　今市長が答弁したのはそうなつているはずですがね。休憩いたします。

	（午前１１時２４分休憩）

	（午前１１時２５分再開）




○議長　（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。２２番議員に対しての市長の答弁を求めます。



○番外　（市長　西銘　順治君）

　お答えいたします。開発公社が市債証券を購入した場合に、これを融資とみるかどうかということでございます。これは融資じや全然ございません。また工事するにいたしましてもアメリカ資材を使えという指令がくるとは全然考えられません。たとえ指示がありましても理由を明らかにしまして断わるつもりであります。（「進行」という者あり）

○議長　（高良　一君）

　休憩いたします。

	（午前１１時２　分休憩）

	（午前１１時２９分再開）






○議長　（高良　一君）

　休憩前に引き継き会議を開きます。日程第７、第２５号議案那覇市役所庁舎建築工事の請負契約を結ぶことについてはこれをもつて質疑を終結し採決いたします。本案については原案可決決定することに御賛成の方御起立を求めます。（起立多数）絶対多数でございます。（「全会一致ですよ」という者あり）全会一致であります。よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長　（高良　一君）

　日程第８、第２６号那覇市役所庁舎電気工事の請負契約を結ぶことについて原案に御賛成の方御起立を求めます。（「これも全会一致ですよ」「特別に異議が出ないのにいいんじやないですか。」）では本案については全会一致原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長　（高良　一君）

　日程第９、第２７号議案那覇市役所庁舎水道工事の請負契約を結ぶことについても原案どおり可決することに御異議ありませか。（「異議なし」）

全会一致御異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長　（高良　一君）

　日程第１０、第２９号議案第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについてを議題として建設委員会の審査報告を求めます。



○１１番議員　（建設委員長　平良　真次郎君）

　議案第２９号「第２種公営住宅建築工事の請負契約を結ぶことについて」本委員会における審査の結果を御報告いたします。本議案は琉球政府の補助により第２種公営住宅を３棟７２戸を建設するための請負契約であります。質疑のおもなるものを申し上げますと、総工事費並びに補助金の額は幾らかということであります。が、当局の説明は総工費１４万８，０９５ドルでその内訳は建築工事費１１万９，９００ドルで前田組、電気工事費５，４４５ドルで金城組、水道工事費２万２，７５０ドルで三松組がそれぞれ落札し、補助額については１０万７７５ドルで三分の二の補助であり、三分の一は市が負担するということであります。その他若干の質疑がかわされたのでありますが、結論として全会一致原案を承認し可決すべきものと決定した次第であります。よろしく各位の御賛同を得たいのであります。

○議長　（高良　一君）



○　本案については特別議決ですが（「全会一致ですよ」「異議なし」という者あり）本案については全会一致であります。よつて原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




　以上をもちまして臨時議会の議事は全部終了しました。御苦労様でございました。第６３回臨時会を閉会いたします。



（午前１１時３５分閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　上会議録を調整し署名する。




１９６４年５月２５日

議長　　　高良一　　　㊞




署名議員　辺野喜英興　㊞




署名議員　比嘉朝四郎　㊞
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